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吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
が
竣
工

　

４
月
に
開
学
す
る
吉
備
国
際
大

学
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
地

域
創
成
農
学
部
で
３
月
９
日
、
完

成
を
記
念
し
た
竣
工
式
が
開
催
さ

れ
、
大
学
や
地
元
住
民
、
県
市
関

係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し

て
開
学
を
祝
い
ま
し
た
。

ゆ
め
る
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

市政ひろば

ゆ
め
る
ん
が「
兵
庫
県
内
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
総
選
挙
」で
第
２
位
!!

　

こ
の
日
は
、
同
学
部
の
繁
栄
を

祈
っ
て
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
太

鼓
衆
甍い

ら
か

に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
や

淡
路
人
形
座
に
よ
る
戎
舞
が
披
露

さ
れ
、
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
修
さ
れ
た
講
義
室
や
実
験
室
の

ほ
か
、
食
堂
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど

が
備
え
ら
れ
、
学
生
を
受
け
入
れ

る
準
備
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
学
園
の
加
計
美
也
子
理
事
長
は

「
地
元
と
協
力
し
な
が
ら
地
域
活
性

化
を
図
る
。
世
界
の
ど
こ
で
も
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
」
と

抱
負
を
、
ま
た
学
部
長
に
就
任
予

定
の
眞
山
滋し
げ

志ゆ
き

神
戸
大
学
名
誉
教

授
は
「
座
学
だ
け
で
な
く
、
地
元
地

域
と
協
力
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
教

育
も
実
施
し
て
い
く
」
と
力
強
く

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て「
農
を
主
軸
と
し
た
地
域

再
生
」
と
題
し
て
皆
川
芳よ

し

嗣つ
ぐ

農
林

水
産
事
務
次
官
に
よ
る
記
念
講
演

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
６
次
産
業
化
を
目
指
す

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
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▲完成した新キャンパス

し
、
み
ご
と
第
２
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
〜
３
月
10
日
の
投
票

期
間
中
に
ゆ
め
る
ん
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
等
で
積
極
的
に
選
挙
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
買

い
物
途
中
に
も
関
わ
ら
ず
足
を
止

め
、
可
愛
ら
し
い
ゆ
め
る
ん
に
１

票
を
投
じ
て
い
ま
し
た
。

　

開
票
の
結
果
、
総
投
票
数

９
０
５
９
票
の
う
ち
１
０
７
５
票

を
獲
得
し
た
ゆ
め
る
ん
が
第
２
位

と
な
り
ま
し
た
。

　第46回市議会定例会が２月25日に招集され、中田勝久市長が平成25年度
施政方針と予算案を提案しました。その概要をお知らせします。
　なお、施政方針の全文と予算の詳細は、市ホームページからご覧いただけます。
（予算と主要事業の記事は８～11頁）

▲施政方針に望む中田市長

　

市
長
と
し
て
市
民
の
皆
様
か
ら
三
期
目
の
負

託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
政
治
生
命
の
全
て
を

か
け
て
市
長
と
い
う
責
務
を
全
う
し
て
ま
い
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
３
度
目
の
市
長
を
め
ざ
し
た
の
は
大
き

く
二
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
新
庁

舎
建
設
や
大
学
学
部
開
設
を
は
じ
め
、
数
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
防
災
対
策
、
少
子
対

策
な
ど
を
提
唱
し
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
責
任
を
持
ち
着
実
に
成
果
を
上
げ
、

将
来
へ
の
道
筋
を
つ
け
な
け
れ
ば
南
あ
わ
じ
市
の

将
来
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
長
寿
社
会
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
シ
ニ
ア

パ
ワ
ー
で
あ
り
、
私
が
先
頭
を
切
っ
て
そ
の
役
割

を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

行
政
運
営
は
、
現
実
主
義
を
徹
底
し
具
体
的

に
形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
念

場
を
迎
え
る
今
年
は
、「
地
域
創
成
へ
の
始
動
の

年
」
と
位
置
づ
け
、
中
田
市
政
総
決
算
へ
の
道
と

し
て
「
元
気
な
南
あ
わ
じ
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　元気な南あわじづくり
～地域創成への始動の年～施政

方針

地
域
を
創
成
す
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
所
得
の
安
定
と
職
づ
く

り
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
が
進
め
よ
う
と
す
る
経
済
再
生
、
成
長
戦

略
な
ど
の
施
策
を
貪
欲
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

新
し
く
開
校
す
る
吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農

学
部
の
先
生
方
と
連
携
を
密
に
し
、
多
様
性
に

富
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
仕
掛
け
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
淡
路
島
ま
る
ご
と
食
の
拠

点
施
設
や
若
人
の
広
場
の
公
園
化
、
観
光
資
源

の
連
携
活
用
や
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
の
推

進
等
に
よ
り
市
民
や
産
官
学
民
連
携
に
よ
る
大

き
な
う
ね
り
を
引
き
起
こ
し
、
地
方
な
ら
で
は

の
総
合
的
産
業
の
創
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

仕
組
み
の
創
成
と
し
て
、
新
庁
舎
の
建
設
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
分
庁
舎
跡
地
利

用
に
よ
り
市
民
参
加
と
地
域
間
の
競
争
意
識
を

高
め
、
市
内
４
箇
所
で
自
治
会
等
と
の
出
前
行

政
懇
談
会
を
実
施
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
創
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
や
生
活

弱
者
対
策
な
ど
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
努
力
を
重
ね
、
焼
却
施
設
の
統
合
に
向
け

た
整
備
な
ど
生
活
基
盤
の
創
成
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
及
び
教
育
環
境
の
充
実
は
将
来
へ
の

投
資
で
す
。
少
子
対
策
の
拡
充
や
教
育
施
設
の

再
編
を
す
す
め
次
世
代
を
育
て
る
基
盤
の
創
成

に
挑
み
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
は
人
口
構
成
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
、
雇
用
基
盤
の
弱
体
化
は
地
域
の
持

続
そ
の
も
の
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
将
来
世
代
に

こ
の
す
ば
ら
し
い
南
あ
わ
じ
市
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
今
必
要
な
の
は
強
固
な
産
業
基
盤
の
構
築

で
す
。　

　

産
業
を
再
生
し
起
業
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
地
域
資
産
を
基
盤
に
視

点
と
発
想
を
転
換
し
な
が
ら
新
し
く
創
造
す
る

　

行
政
の
最
大
の
責
務
は
、
市
民
の
生
命
財
産

を
守
り
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
創
り

上
げ
る
こ
と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
学
び
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
や
風
水
害
に
対
す
る
備
え
を
強
化

す
る
た
め
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
事
業
の
連
動
に
よ

る
よ
り
一
層
の
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
は
市
民
の
願
い
で
す
。
暮

ら
し
の
安
心
を
高
め
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
イ

ン
フ
ラ
を
改
善
し
、
高
齢
者
・
学
生
の
移
動
手

段
の
見
直
し
や
安
全
な
生
活
道
路
の
整
備
な
ど

安
全
で
安
心
で
き
る「
ふ
る
さ
と
」の
創
成

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
創
成

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
構
造

的
な
難
題
を
数
多
く
抱
え
な
が
ら
、
国
に
お
い

て
は
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
を
取
り
ま
と
め

「
支
え
あ
う
社
会
」
の
再
構
築
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
各
種
計
画
を

実
行
に
移
し
、
総
人
件
費
や
公
債
費
の
削
減
な

ど
に
よ
る
行
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
順
調
に
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
で
す
。
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
化
し
た
人
口
構
成
や

不
安
定
な
経
済
状
況
が
も
た
ら
す
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
地
域
活
性
化
や
成
長
で
き
る
分

野
に
「
選
択
と
集
中
」
を
念
頭
に
置
い
た
事
業
を

展
開
し
、
行
財
政
改
革
後
期
実
施
計
画
の
策
定

に
よ
り
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
強
固
な
行
財

政
基
盤
の
創
成
を
す
す
め
ま
す
。

　

行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
同
時
に
、
地
域
の

実
情
に
最
も
精
通
し
た
市
民
、
団
体
組
織
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
が
中
心
と
な
り
、
地
域
資
源
や

知
恵
を
生
か
し
た
機
動
的
な
活
動
を
奨
励
し
、

自
立
と
共
生
を
目
的
と
し
た
市
民
主
導
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲地域創成農学部の発展を祈る関係者たち

　

兵
庫
県
内
25
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

か
ら
ベ
ス
ト
10
を
決
め
る
神
戸
新

聞
社
企
画
「
兵
庫
県
内
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
総
選
挙
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
の
子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ゆ
め
る
ん
も
立
候
補

総選挙　第２位!!

ゆ
め
る
ん

キ
�
ラ
ク
タ
�
総
選
挙　

第
２
位

祝

投票
ありがとう
ございました!

▲選挙活動を行うゆめるん

　

今
回
の
結
果
に
ゆ
め
る
ん
は「
銀

メ
ダ
ル
気
分
。
次
は
全
国
グ
ラ
ン

プ
リ
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

結果発表 ゆめるんの部屋 検索

る
事
例
を
紹
介
し
た
皆
川
事
務
次

官
は
、
続
け
て
「
南
あ
わ
じ
地
域

は
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。
同
学
部

と
地
域
が
連
携
し
、
こ
の
資
源
を

活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取

り
組
め
る
」
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

▲皆川事務次官が記念講演

▲約1200人の家族が参加
　して一緒に楽しんだ「ゆめ
　るんフェスティバル」

　

テ
レ
ビ
の
幼
児
番
組
で
人
気
の

「
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
」
を
招
い
て
、
ゆ

め
る
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
３
月
10

日
、
文
化
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
午
前
と
午
後
の
２
回
の
公
演

で
は
約
１
２
０
０
人
が
参
加
。
パ

ネ
ル
を
使
っ
て
の
歌
や
楽
器
演
奏
、

動
物
の
鳴
き
声
や
動
作
を
真
似
る

遊
び
な
ど
、
家
族
も
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察

署
や
消
防
署
等
の
協
力
で
煙
体
験

の
ブ
ー
ス
や
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
、

消
防
車
の
展
示
な
ど
防
災
や
交
通

安
全
の
啓
発
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ケロポンズの２人

▲力強くオープニングの
　太鼓が鳴り響いた
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市政ひろば

林
野
火
災
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

周
辺
で
２
月
24
日
、林
野
火
災
を

想
定
し
た
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

訓
練
で
は
、
取
水
池
か
ら
出
火

点
ま
で
の
約
１
７
０
０
ｍ
を
、
ポ

ン
プ
車
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
合
わ

せ
て
８
台
使
用
し
て
中
継
送
水
。

牛
内
ダ
ム
天
端
中
央
か
ら
放
水
を

行
い
ま
し
た
。

　

広
域
消
防
と
消
防
団
は
こ
の
訓

練
を
通
し
て
、
消
火
活
動
の
連
携

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
60
回
兵
庫
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
、昨
年
９
月
１
日
発
行

の
広
報
南
あ
わ
じ
の
、慶
野
松
原

花
火
大
会
・
福
良
湾
海
上
花
火

大
会
の
記
事
が
、組
み
写
真
の
部

に
お
い
て
努
力
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。広
報
は
、行
政
情
報
だ
け

で
な
く
、何
気
な
い
話
題
、皆
さ

ん
の
笑
顔
や
活
動
な
ど
様
々
な

シ
ー
ン
を「
お
伝
え
す
る
」情
報

紙
と
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後
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。
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）
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が
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月
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日
に
福
祉
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れ
、

１
月
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２
月
３
日
ま
で
の

寒
の
期
間
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地
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際
に

地
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い
た

12
万
円
を
、
「
福
祉
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た
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だ
さ
い
」
と
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

広
報
南
あ
わ
じ
が
努
力
賞
を
受
賞

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～　夢を創るお手伝い　～

寄
附

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   　　　　（３月１6日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 418件 58,866,719円

市外（島内） 58件 10,351,000円

市外（島外） 260件 30,539,940円

合計 736件 99,757,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 ふ

る
さ
と
納
税

　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
と
南

あ
わ
じ
市
消
防
団
が
、牛
内
ダ
ム

　市では、姉妹都市であるアメ
リカ・オハイオ州セライナ市使
節団やアジア国際子ども映画祭
参加訪日団などの受け入れ事業
を実施しています。
　そこで、ホストファミリーとして登録していただける
家庭を募集しています。ホームステイの受け入れを通じ
て異文化交流を図ってみませんか？日常生活を通じて日
本の良さを世界の人々に知ってもらうと共に、あらため
て日本の文化や習慣に気付く良い機会ともなります。

◆登録要件　淡路島内に住所を有し、ボランティア
　精神で国際交流活動に賛同いただける家族
◆登録期間　平成26年3月31日まで（継続可）
◆登録方法　電話にてお問い合わせください。
問市長公室☎ 43-5002

登録ホストファミリー大募集！

▲努力賞を受賞した組み写真のページ（広報9月号）

▲放水の様子

　このたびの大きな運行見直しにあわせ、「らん・らんバス」をみんなで守り・育てていくた
めの『運行見直し基準』を設定しました。基準は、下表のとおりルート別の「１便あたりの利
用者数（月平均人数）」を採用。これは基準としてわかりやすく、路線別・バス停別の利用状
況が把握でき、きめ細かな運行の見直しが可能となります。ここでいう見直しとは、路線休
止を目的とするのではなく、バス利用を促進し改善をしていくためのものです。しかしながら、
改善が見込めない場合は運行ルートの変更や路線休止も含め、らん・らんバスを持続可能
なものにしていくために運行の改善を図っていきます。なお、利用状況は市のホームページ
で毎月公表していきます。

　市コミュニティバス「らん・らんバス」の運行については、日々の暮らしを支える生活交通としてご利用いただけるよう取
り組んでいます。特に、急速に進む高齢化等に対する福祉施策として、高齢者（75歳以上の方）及び障害者の人たちへ
の生活支援及び健康増進、またバスをご利用いただくことにより高齢者の交通安全の確保。さらに排出ガスが抑えられ環境
面にも配慮できることを目的に、平成23年１月より実施してきたらん・らんバスの運賃助成について、市民アンケート調査の
結果や市地域公共交通検討委員会等において協議を重ね、４月１日より次のとおり助成内容が一部変更になります。

　なお、らん・らんバスを多く利用する方にとっては負担が大きくなることから、１年間らん・らんバスを自由に乗
り降りできる乗車券として『１年フリーパス券（8000円）』をご用意しております。また、65歳以上の方は、運賃
３００円から２００円へ改定（値下げ）しています。

　近年、高齢者ドライバーが起因する交通事故が増加しています。そこで、高齢者（65歳以上の方）への交通安全対
策として「高齢者運転免許自主返納サポート制度」において、運転免許証を自主返納すると警察署等で発行される『運
転経歴証明書』の写しを添えて市役所（申請先：市長公室）へ申請（印鑑必要）していただくと、「１年フリーパス券」
をプレゼント（１回限り）します。『運転経歴証明書』は、返納した免許証の種類や交付日、住所・氏名・生年月日
などを表示するカードで、公的な身分証明書として利用できます。運転免許証を有効期限内に返納（申請取消）した
日から５年以内に警察署等へ申請して取得することができます。

【75歳以上の方への助成】　　運賃２００円分を全額助成（無料）⇒ 半額助成（１００円）
【障害者への助成】　　　　　運賃１００円分を全額助成（無料）⇒ 変更なし（無料）

路線（愛称） 運行見直し基準（１便あたりの月平均利用者数）

中央循環線（さんちゃん号）  中央ルート5.0人以上、北ルート3.5人以上

南北幹線（すいせん号）  4.5人以上

南循環線（うずしお号）  福良ルート4.5人以上、賀集ルート3.5人以上

西循環線（せい太くん号）  6.0人以上 

北循環線  松帆・中央・広田ルート　各3.5人以上

デマンド型エリア  東・西エリア　各3.0人以上 

らん・らんバスの「運行見直し基準」を設定しました

らん・らんバスにかかる福祉施策（運賃助成）について

高齢者運転免許自主返納サポート制度の拡充

らんちゃん

らん・らんバスみんなで守り・育てる「らん・らんバス」へ
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税に関するお知らせ

納期のお知らせ
　平成25年度の各種税の納期は下の表のとおりとなっています。
全期前納は引き続きできます !!
　前納報奨金は廃止されましたが、『納付書』または『口座振替』により全期分を一括して納めることもできます。
また、口座振替での全期前納から期別納付に変更をご希望方は、４月末までにご連絡ください。（口座振替による全
期分の一括納付は、固定資産税、市・県民税で全納登録（振替の届け出）のある人が対象です。）

国民健康保険税の納付回数が年９回
　平成 25 年度から、前年の所得等が確定する7月に保険税額を決定することにより、計算の過程がわかりやすくな
ります。また、7月以後の納期を増やすこととし、1回あたりの納税額が少なくなります。ただし、年金からの天
引き（特別徴収）の方は、これまでと同じ年6回（4・6・8・10・12・翌年2月）の納付です。
●変更による効果
①保険税額の計算がわかりやすくなります
　　本算定で決定した年税額を納期数で割った金額がおよそ１回あたりの納付額となります。
②納税通知が年１回になります
　　7月の1回のみとなります。（ただし、途中で社会保険に加入するなど税額に変更がある場合は、再計算して通   
　知します）。
③納付月が変わります
　　4月から6月までは納期はありませんが、7月から翌年3月まで毎月納付があります。納期は増えますが、　
年間の保険税額は変わりません（所得などに増減があった場合を除く）。

税務課（☎43-5022）・収税課（☎43-5034）

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

固定資産税 軽自動車税 市・県民税 国民健康保険税

１期（   ５月 31日） 全期（   ５月 31日）
１期（  ７月   1日）

１期（  ７月 31日）
2期（  9月  2日）
3期（  9月 30日）
4期（10月 31日）
5期（ 12月  2日）
6期（ 12月25日）
7期（  1月 31日）
8期（  2月 28日）
9期（  3月 31日）

２期（  ９月  ２日）

３期（10月31日）

4期（  1月31日）

２期（   ７月 31日）

３期（   ９月3０日）

４期（12月  2日）

便利な口座振替のご利用を
　　　　　　　　　口座振替の登録すると、金融機関の預貯金口座から自動的に市税のお支払いができます。
　　　　　　　　　一度手続きをすれば、納付のたびに金融機関等へ行く必要がなくなり、納め忘れがありません。
　　　　　　　　《申し込み》
　　　　　　　　　　①預貯金通帳、②預貯金通帳の印鑑を持参して、市内の金融機関（郵便局を含む）または市
　　　　　　　　　役所の窓口で手続きすることができます。なお、口座振替の開始には、数週間かかる場合があ
　　　　　　　　　りますので、受付窓口等でご確認ください。

固定資産税の縦覧
　毎年１月１日現在、市内に所在する土地・家屋・償却資産に対し、その所有者に課税されます。
◆税額　課税標準額×税率1.4％＝税額
◆免税点　同一人が市内に所有する土地・家屋・償却資産のそれぞれの課税標準額が免税点
　（土地＝30万円　家屋＝20万円　償却資産＝150万円）に満たない場合は課税されません。
◆縦覧制度　土地または家屋の納税者は、「土地価格等縦覧帳簿」「家屋価格等縦覧帳簿」
　により市内すべての土地または家屋の価格をご覧いただくことができます。
　・土地価格等縦覧帳簿：所在、地目、地積、価格を記載
　・家屋価格等縦覧帳簿：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格を記載
　縦覧期間　5月31日（金）まで
　縦覧場所　税務課（市役所三原庁舎）

コンビニでも納付できます
　本年度から、市税をコンビニエンスストアで納付できるようになりました。
　平日に銀行、市役所に行くことが難しい人など、曜日や時間を気にすることなく、
営業時間内であればいつでも納付できますので、お近くのコンビニエンスストアをご利
用ください。納付できる店舗は、納付書の裏面に記載されています。ただし、バーコー
ドが印字されていない納付書や、納期限が過ぎたものはコンビニエンスストアで納付で
きませんので、これまでどおり市内等の金融機関や市役所窓口等で納付ください。

24

コンビニでも納付できます

障害のある人に対する軽自動車税を減免
　身体障害者などのために使用する軽自動車等で一定の要件を満たせば、申請により軽自動車税の減免を受けられま
す。なお、減免できる自動車は対象者１人につき１台であるため普通車の減免を受けている場合は対象外です。普通
自動車の減免申請は、洲本県税事務所 (☎ 26 - ２０２６) にお問い合わせください。
●新規で減免申請する人
　◆申請時の持参物
　　①印鑑（認印可）②運転者の運転免許証③車検証
　　④身体障害者手帳又は戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
　◆提出先　総合窓口センターもしくは税務課
　◆提出期限　５月24日（金）
●昨年度減免を受けていた人
　　自宅に郵送している継続用申請書に必要事項を記入し、４月12日（金）までに返送してください。
　※申請内容が昨年度と異なる場合は新規の手続きを行っていただきます

納期限までに必ず納付してください
　納付を忘れて納期限を過ぎると、本来の税額のほかに延滞金もあわせて納めなければなりません。延滞金は法律に
よって年14.6％（納期限の翌日から１か月を経過するまでの期間は年7.3％）と定められています。また、そのま
ま放置されると、大切な財産（動産・不動産・給与・預金など）の差押など滞納処分を受けることになります。市税
の滞納は、納税者にとって不利益になるだけではありません。滞納整理にかかる費用は市民のみなさんの貴重な市税
から支出されることになります。市税を有効に活用するためにも、必ず納期限までに納付をお願いします。

平成25年度市税の納付がスタートします
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　平成25年度の予算は、新庁舎建設やごみ焼却施設統合、若人の広場の整備など、投資的事業に

積極的な予算配分となったほか、防災対策や少子化対策に重点を置き、新規事業や事業の拡充を

行っています。一般会計では前年度比＋16.8億円（＋6.9％）の260億8,000万円となりました。

国民健康保険
64億2,802万円（－3.2％）
後期高齢者医療
12億3,715万円（－2.5％）
介護保険
45億6,949万円（＋1.0％）
訪問看護

4,293万円（－10.0％）

土地開発
8,881万円（－70.3％）

産業廃棄物最終処分
8,680万円（＋8.2％）

ケーブルテレビ
4億1,250万円（－6.2％）
下水道
50億3,399万円（＋2.3％）
農業共済
4億4,833万円（－8.1％）
国民宿舎
4億4,802万円（＋0.6％）
財産区４会計

1,540万円（－3.0％）

 （　）内は、前年度比

【用語説明】❶地方交付税＝地方の財源の均衡を
図るため国から交付されるお金❷市税＝市民税や固
定資産税など❸市債＝事業をする際、銀行等から借
りるお金❹国庫・県支出金＝事業に対する国・県
からの補助❺使用料及び手数料＝公共施設の使用
料など❻諸収入＝貸付金元利収入や預金利子など
❼その他＝地方消費税交付金や地方譲与税、各種事
業分担金、繰入金など

※市民１人当たりの額は、平成25年２月末

　住民基本台帳人口50,780人で算出

積極的な予算
選択と集中を念頭に収支均衡を維持

　

市
税
は
減
少
、市
債
発
行
は
増
加

　

自
主
財
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大
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め
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市
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比
２
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億
２
０
３
８
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ん
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ま
す
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は
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制
改
正
に
よ
る

法
人
市
民
税
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や
土
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額
下
落

に
よ
る
固
定
資
産
税
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減
収
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税
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す
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一
方
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存
財
源
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約
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分
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め
る
地
方
交
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は
、減
少
要
因
が
あ
る
一
方
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去
に
発
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し
た
市
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合
併
特
例
債
等
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返
済
に
か
か
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が
算
入
さ
れ
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こ
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を
踏
ま
え
、０
・
５
％

増
の
96
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
す
。

　

市
債
の
発
行
は
、
庁
舎
建
設
や
若
人
の

広
場
整
備
、ご
み
焼
却
場
統
合
な
ど
の
本
工

事
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、20
・
２
％
増
の

37
億
２
７
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
事
業
が
増
加
、積
極
的
配
分
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公
債
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は
前
年
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比
３
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み
、
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通
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度
比
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億
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極
的
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予
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す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
選
択
と
集
中
」
を
念
頭
に
、

緊
急
性
・
必
要
性
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
事

業
を
配
分
し
た
結
果
、
３
年
連
続
で
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

問
財
政
課
☎
50
・
３
０
３
３

歳出 民生費（＋1.3％） 64億996万円

公債費（＋3.2％） 41億9,204万円

総務費（＋33.3％） 40億9,730万円

土木費（－9.2％） 27億7,233万円

衛生費（＋24.3％） 22億2,538万円

農林水産業費（＋13.0％）20億8,626万円

教育費（－9.9％） 20億794万円

消防費（＋2.0％） 10億371万円

商工費（＋78.0％） 6億1,603万円

議会費（－2.3％） 2億3,148万円

その他（－2.8％） 4億3,757万円

地方交付税（＋0.5％） 96億5,000万円   

市税（－2.0％） 56億2,038万円

市債（＋20.2％） 37億2,780万円

国庫支出金（＋6.8％） 21億163万円

県支出金（＋24.8％） 19億100万円

諸収入（＋18.4％） 6億8,824万円

使用料及び手数料
（＋1.7％） 6億545万円

その他（＋37.6％） 17億8,550万円

歳出 歳入

「元気な南あわじづくり」に挑戦

基金（貯金）残高の見込み
25年度末 市民1人当たり

一般会計 76億1,123万円 14万9,900円

特別会計 8億9,607万円 １万7,600円

合計 85億730万円 16万7,500円

市債（借金）残高の見込み
25年度末 市民1人当たり

一般会計 378億9,974万円 74万6,400円

特別会計 302億2,558万円 59万5,200円

合計 681億2,532万円 134万1,600円

特別会計
188億1,144万円

歳出 歳入

平成25年度

「収支均衡」とは？
単年度の収入で支出を賄える状態のこ

とです。具体的には市の貯金である財

政調整基金や前年度の繰越金といった

臨時的な収入を見込まない予算です。

目的別グラフ

性質別グラフ

（　）内は、前年度比

（　）内は、前年度比

歳出 歳入

平成25年度平成25年度
一般会計当初予算 ２60億8,000万円

24.6%

16.1%

15.7%

10.6%

8.5%

8.0%

7.7%
3.8% 0.9%2.4%

1.7%

37.0%

21.6%

14.3%

8.1%

7.3%
2.6%
2.3%
6.8%

補助費等

17.8%

公債費

16.1%

普通建設事業費

15.8%

人件費

15.3%

物件費

12.8%

扶助費

12.4%

繰出金

7.6%

その他

2.2%

一般会計

歳出（性質別）
260.8億円

46億4,610万円
（＋11.1%）

各種団体への補助金など

41億9,204万円
（＋3.2%）

借入金（市の借金）の返
済金

41億1,861万円
（＋17.2%）
公共施設の建設費など

39億9,649万円
（＋0.8%）

特別職や一般職の給与など

33億4,099万円
（＋11.8%）
施設の管理費や物品の
購入など

32億2,642万円
（＋3.2%）

医療費や児童手当など

19億7,720万円
（＋0.7%）
特別会計への繰出金

5億8,215万円
（－3.2%）

積立金、維持補修費、災害復旧費など

　通院医療費は小学６年生まで、入院医療

費は中学３年生まで、それぞれ無料となり

ます（１歳以上は全て所得制限あり）。７月

から開始されます。

　⬇７月診療分から補助拡大

乳幼児・こども医療費助成事業
＝１億3,452万円

　内訳　現行制度予算額＝9,680万円

　　　　無料化拡大予算額＝3,772万円

施設の管理費や物品の
購入など

自主財源＝29.8％
　皆さまに納めていただく税金や使用料な

ど、市が自主的に収入する財源です。

（例．市税、繰入金、使用料及び手数料、諸収

入、分担金及び負担金、繰越金）

依存財源＝70.2％
　国や県から定められた額を交付された

り、配分されたりする収入をいいます。

（例.地方交付税、市債、国庫・県支出金、地

方消費税交付金、地方譲与税）

子育て世代の医療費補助拡大子育て世代の医療費補助拡大子育て世代の医療費補助拡大

区分 対象者 医療費負担

通院 ０歳から２歳 無料

入院 ０歳から小学３年生 無料

【用語説明】❶民生費＝高齢者福祉や少子化対策など❷
公債費＝借入金（市の借金）の返済金❸総務費＝一般事
務経費や市役所の管理など❹土木費＝道路や河川・公園の
整備・管理など❺教育費＝小中学校の整備や教育など❻
農林水産業費＝農林水産業の振興❼衛生費＝保健衛生や
ゴミ処理など❽消防費＝防災対策や消防団活動など❾商
工費＝商工業の振興、観光事業の促進など10議会費＝議
会の運営など11その他＝予備費、労働費、災害復旧費など

区分 対象者 医療費負担

通院 ０歳から小学６年生 無料

入院 ０歳から中学３年生 無料
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「食」がはぐくむ　ふれあい共生の都
ま ち
市

　～夢・知恵・元気あふれる豊穣の郷
さと
づくり～

123色付数字＝新規・拡充事業
123黒色数字＝継続事業

11
広報 

職（
食
）づ
く
り

〜
夢
あ
ふ
れ
、働
く
場
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
〜

①
交
流
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

1
花
火
大
会
な
ど
市
民
ま
つ
り
の
開
催

②
観
光
の
振
興　

１
億
１
１
３
８
万
円

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
管
理
運
営
2
足
湯
施

設
の
指
定
管
理
3
鳴
門
の
う
ず
潮
世
界
遺
産

登
録
を
推
進

③
観
光
施
設
の
整
備　

７
３
６
０
万
円

1
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
改
修
2
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
の
長
寿
命

化
事
業

①
大
学
誘
致
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
億
２
０
０
０
万
円

1
吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学
部
の
誘
致

奨
励
金
、
入
学
奨
励
金
等

②
た
め
池
等
整
備
事
業

７
７
１
３
万
円

1
県
単
独
緊
急
た
め
池
整
備
事
業
2
地
域
た

め
池
総
合
整
備
事
業
負
担
金

③
有
害
鳥
獣
対
策　
　

６
４
３
９
万
円

1
野
生
動
物
食
肉
利
用
調
査
事
業
2
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
実
施
隊
補
助
金

④
漁
業
資
源
の
確
保　

４
８
４
５
万
円

1
並
型
魚
礁
・
築
い
そ
等
設
置
事
業
2
ア
オ

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
４
７
万
円

1
自
治
会
運
営
助
成
2
集
会
所
改
修
助
成
3

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業

③「
若
人
の
広
場
」施
設
再
整
備
等
の
検
討

５
億
６
０
０
０
万
円

1
若
人
の
広
場
公
園
化
整
備
事
業

①
小
中
学
校
整
備　
　

３
７
０
７
万
円

1
小
中
学
校
施
設
整
備
事
業

②
西
淡
中
学
校
通
学
バ
ス
運
行
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
４
９
万
円

1
通
学
バ
ス
の
運
行

③
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
改
修
・
耐

　

震
診
断　
　
　
　
　

３
７
７
２
万
円

1
公
民
館
等
の
改
修
2
体
育
施
設
の
改
修

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興　
　

１
８
６
９
万
円

1
各
種
団
体
へ
の
助
成
等

②
南
あ
わ
じ
市
音
楽
祭
２
０
１
３
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

1
南
あ
わ
じ
市
音
楽
祭
負
担
金

安
ら
ぎ
づ
く
り

〜
元
気
あ
ふ
れ
、住
ん
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
〜

①
防
災
関
連
事
業　

１
億
２
７
５
２
万
円

1
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
作
成
2
屋
外
拡
声
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
3
福
良
小
学
校
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
事
業
4
自
主
防
災
組
織
の
育
成

事
業
5
災
害
用
避
難
経
路
等
整
備
事
業
6
災

害
時
情
報
伝
達
所
設
置
事
業
（
阿
万
・
沼
島
）

②
子
ど
も
の
安
全
対
策　

１
９
８
７
万
円

1
小
中
学
校
非
構
造
部
材
耐
震
点
検
事
業
2

防
災
頭
巾
の
配
備（
幼
・
保
・
小
）3「
こ
ど
も

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」に
よ
る
不
審
者
情
報
の

メ
ー
ル
配
信

③
交
通
安
全
施
設
・
道
路
の
整
備　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
４
０
万
円

1
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
街
路
灯
等
の
設
置
2
市

道
交
通
安
全
整
備
事
業
3
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

設
置

④
住
環
境
の
整
備　
　

２
０
７
０
万
円

1
広
田
地
区
市
営
住
宅
の
整
備
2
住
宅
簡
易

耐
震
診
断
3
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

①
高
齢
者
の
生
き
が
い
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
９
２
万
円

1
敬
老
祝
金
、金
婚
夫
婦
記
念
品
2
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
・
健
康
推
進
補
助
3
敬
老
会

の
開
催

②
健
康
づ
く
り
推
進
・
各
種
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
１
２
７
万
円

1
町
ぐ
る
み
健
診
等
2
が
ん
検
診
の
推
進
3

各
種
予
防
接
種
の
助
成
（
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
子
宮
頸
が
ん
、
肺
炎
球
菌
、
小
児

細
菌
性
髄
膜
炎
、
お
た
く
ふ
か
ぜ
、
水
ぼ
う

そ
う
他
）

③
医
療
費
の
負
担　

13
億
８
２
７
０
万
円

1
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
2
福

祉
医
療
費
の
助
成
3
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
繰
出
金

①
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援　

　
　
　
　
　
　
　

11
億
９
９
６
０
万
円

1
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
2
縁

結
び
事
業
3
未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成
事
業

4
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
・
通
勤
通
学
者
交
通

費
助
成
5
離
島
高
校
生
就
学
支
援
事
業
6
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
・
妊
婦
健
康
診
査
費
補

助
7
子
育
て
学
習
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童

館
の
運
営
8
出
産
祝
金
、
児
童
手
当
9
保
育

料
第
２
子
以
降
無
料
化
10
放
課
後
子
ど
も
教

室
11
学
童
保
育
の
開
設

②
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
１
２
万
円

1
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
の
開
催
2
わ

ん
ぱ
く
塾
の
開
催

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
１
６
２
万
円

1
市
内
循
環
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
2
高
齢
者
・
障
害
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
賃
助
成
等

④
環
境
保
全
・
ご
み
処
理
対
策

　
　
　
　
　
　
　

６
億
３
５
２
８
万
円

1
ご
み
焼
却
場
や
ま
な
み
苑
の
統
合
整
備
2
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
の
展
開
3
あ
わ
じ
環
境
未
来
島

特
区
関
連
事
業
4
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
金

①
新
庁
舎
建
設
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　

10
億
２
７
２
４
万
円

1
新
庁
舎
建
設
工
事
等

化
事
業

ふ
や
さ
ん
か
！
食
づ
く
り
の
担
い
手

〜
夢
あ
ふ
れ
、働
く
場
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
〜

行
っ
て
楽
し
い
交
流
・
感
動
の
舞
台

〜
知
恵
あ
ふ
れ
、郷
土
愛
が
満
ち
る
ま
ち
づ
く
り
〜

①
郷
土
芸
能
の
伝
統
保
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
２
５
万
円

1
全
国
人
形
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
開
催
2
芸
能
文

化
芸
術
の
保
存
伝
承
3
淡
路
人
形
座
・
淡
路

人
形
協
会
へ
の
助
成

教
育
教
育
教
育

一
人
ひ
と
り
が
明
日
を
拓
く
リ
ー
ダ
ー

安
全
〜
元
気
あ
ふ
れ
、住
ん
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
〜

安
全
安
全

と
に
か
く
「
い
の
ち
」
が
一
番
！

延
ば
せ
健
康
寿
命
！

子
育
て

計
繰
出
金

子
育
て

子
育
て

子
ど
も
を
産
み
た
い
、
育
て
た
い
ま
ち

平成25年度 主要事業

郷
土
愛

〜
知
恵
あ
ふ
れ
、郷
土
愛
が
満
ち
る
ま
ち
づ
く
り
〜

郷
土
愛

郷
土
愛

大
好
き
！
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

生
き
が
い

1
公
民
館
等
の
改
修
2
体
育
施
設
の
改
修

生
き
が
い

生
き
が
い

情
熱
と
生
き
る
喜
び
あ
ふ
れ
る
ま
ち

行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

　

主
要
事
業
を
写
真
つ
き
で
説
明
し
た
事

業
概
要
説
明
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、図
書
館
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
財
政
課
☎
50
・
３
０
３
３

事業名 予算額

新庁舎建設事業 10億2,724万円

ごみ焼却場統合整備事業（やまなみ苑） ５億7,488万円

「若人の広場」公園化整備事業 ５億6,000万円

広域道路ネットワーク事業（茶屋池線ほか16路線） ３億7,070万円

産地競争力強化総合対策事業（志知ライスセンター） ２億1,429万円

沼島総合センター大規模改修事業 １億5,920万円

サンライズ淡路・サイクリングターミナル改修事業 7,000万円

淡路広域消防庁舎等整備事業 5,955万円

市道交通安全事業（通学路４路線） 6,550万円

屋外拡声システム整備事業 4,600万円

福良小学校太陽光発電設備整備事業 4,110万円

淡路島まるごと食の拠点施設整備事業 3,140万円

リ
イ
カ
産
卵
床
・
タ
コ
壺
投
入
事
業

3
栽
培
漁
業
推
進
事
業

①
緊
急
雇
用
対
策５

７
３
６
万
円

1
経
済
情
勢
の
悪
化
、東
日
本
大
震
災

等
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

を
対
象
に
臨
時
職
員
約
22
人
を
雇
用

②
商
工
振
興
事
業

２
億
２
２
５
０
万
円

1「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
応
援
振
興
券
」発

行
2
淡
路
手
延
そ
う
め
ん
Ｐ
Ｒ
推
進

事
業
補
助
金

③
市
内
経
済
の
活
性
化

１
１
１
０
万
円

1
企
業
等
誘
致
奨
励
金

人
づ
く
り

商
工
業

3
栽
培
漁
業
推
進
事
業

商
工
業

商
工
業

南
あ
わ
じ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

▲主な普通建設事業

▲鳴門のうず潮▲吉備国際大学地域創成農学部

▲阿万の風流大踊小踊

▲若人の広場

▲屋外拡声器

▲わらぞうり作り

▲ゆめるんと子どもたち

▲やまなみ苑



お知らせ

13 12

お知
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2013.4.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　

国
保
の
自
己
負
担
割
合

　

４
月
か
ら
、
70
〜
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
（
３
割
負

担
者
を
除
く
）
の
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
を
、
１
割
か
ら

２
割
に
変
更
す
る
予
定
で
し
た

が
、
来
年
３
月
末
ま
で
１
割
に

据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。
自

己
負
担
限
度
額
も
現
行
の
ま
ま

と
な
り
ま
す
。

　

受
給
者
証
の
「
一
部
負
担
金

の
割
合
」
が
「
２
割
（
平
成
25

70
〜
74
歳
の
医
療
機
関
の
自
己
負
担

年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

４
月
以
降
の
新
し
い
受
給
者
証

を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
古
い
受
給
者
証
は
細
か
く

刻
ん
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

※各番組の放送日、詳細な内容は、電子番組表及びさんさんネットのホー
　ムページをご覧ください。なお、放送予定は変更される場合があります

▲国保高齢受給者証

　

日
時　

４
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

市
役
所
南
淡
庁
舎

対
象　

個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
誰
で
も
参
加
可
能

受
付
期
間　

４
月
２
日
（
火
）

〜
16
日
（
火
）

市
有
地
等
売
却
の
お
知
ら
せ  

一
般
競
争
入
札
で
売
却

物件
番号 所在地 面積（㎡） 地目 現況

１

南あわじ市阿那賀字
鍛冶屋畑71番地２ 347.10 宅地 宅地

南あわじ市阿那賀字
横林203番６ 28.00 雑種地 宅地

南あわじ市阿那賀字
横林203番７ 42.00 雑種地 宅地

南あわじ市阿那賀字
横林203番８ 7.43 雑種地 宅地

２ 南あわじ市志知南字
神田138番２ 196.09 雑種地 宅地

３

南あわじ市阿万吹上
町字そろ池1419番 - - -

同地上建物（木造・瓦
葺平屋建） 54.00 倉庫 Ａ棟

４

南あわじ市阿万吹上
町字そろ池1419番 - - -

同地上建物（木造・瓦
葺平屋建） 54.00 倉庫 Ｂ棟

駐
車
場

●阿那賀老人憩いの家

●
ポ
ン
プ
室

海づり公園駐車場

申
込
方
法　

管
財
課
（
南
淡

庁
舎
）
で
必
要
書
類
を
受
け

取
り
、
申
請

※
そ
の
他
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

1F　阿那賀幼稚園
2F　阿那賀公民館

▲物件１位置図 ▲物件２位置図 ▲物件３，４位置図

春を楽しもう！

兵庫県自動車整備振興会 南あわじブロック

新年度のはじまりです。進級する人、就職する人、職場環境が変わる人、免許をと

り新たにクルマに乗る人・・・。生活環境が変わり交通事故も多くなる時期です。気

持ちにゆとりを持って安全運転を！桜に祭りに歓送迎会、春を楽しみましょう！自

動車の修理、購入などのご用命は『黄色い看板』まで！

　　　
　

民
間
団
体
な
ど
に
よ
る
、「
災

害
文
化
」
の
定
着
に
貢
献
す
る

事
業
を
助
成
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推

進
県
民
会
議
事
務
局
」
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
25
年
７
月
１
日 

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日 

推
進
事
業
に
つ
い
て

か
ら
平
成
25
年
10
月
31
日

の
間
に
開
始
さ
れ
、
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

す
る
事
業

申
込
締
切　

５
月
上
旬

問
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県 

　

民
会
議
事
務
局

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
９
８
４

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　

４
月
６
日
（
土
）
〜

15
日
（
月
）

運
動
の
重
点
項
目

❶
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
自
転
車
安
全
利
用

５
則
の
周
知
徹
底
）

❷
飲
酒
運
転
の
根
絶

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❹
夕
暮
れ
時
の
事
故
防
止

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

　
　

市
で
は
、
市
内
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
各
担
当
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
更
新
情
報
は
「
南
あ
わ
じ

市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

ア
カ
ウ
ン
ト
を
「
フ
ォ
ロ
ー
」

す
る
こ
と
で
、
南
あ
わ
じ
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
情
報

を
、
自
分
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ

ウ
ン
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
情
報
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
確
認

す
る
と
、
南
あ
わ

じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
詳
細
な
内

容
を
確
認
で
き
ま

す
。

問
情
報
課

☎
43
・
５
０
０
３

で
き
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発

信
さ
れ
た
更
新
情
報
の
詳
細
を

知
り
た
い
時
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し

て
、
そ
の
更
新
情
報
に
含
ま
れ

る
リ
ン
ク
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

　

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制
度

対
象
者（
全
て
の
条
件
を
満
た
す
）

❶
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
で

一
人
暮
ら
し

❷
市
内
に
住
所
が
あ
る

❸
市
民
税
が
非
課
税

❹
「
申
請
者
・
住
所
」
と
「
水

道
使
用
名
義
人
・
使
用
場

所
」
が
同
じ

申
請
方
法　

❶
印
鑑
❷
領
収

書
か
検
針
の
お
知
ら
せ
を
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
支
所
、

連
絡
所
、出
張
所
に
持
参（
申

請
書
は
各
窓
口
に
備
付
け
）

※
島
外
か
ら
昨
年
１
月
以
降
に

転
入
し
た
人
は
、前
住
所
地

の
市
民
税
非
課
税
証
明
書

が
必
要

減
免
額　

基
本
料
金
の
１
／
３

減
免
期
間　

減
免
が
決
定
し

た
日
以
降
、
最
初
の
検
針
に

か
か
る
料
金
か
ら
減
免
資
格

が
な
く
な
る
ま
で
の
間

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
お
客

さ
ま
セ
ン
タ
ー

　

☎
50
・
３
０
３
８

※現在、減免を受けている人は、新たに
　申請する必要はありません

さんさんネット４月番組の見どころ
さんさんニュース
毎週火曜日、金曜日
午後７時更新
午前７時、正午、午後
７時、午後10時、深夜
０時放送

・南あわじ市少年野球春季大会
・市営福良住宅 新築工事竣工式
・沼島汽船 新造船「しまちどり」進水式
・榎列保育所・松帆南保育園 入園式
・広田小学校・市小学校 入学式

いきいきライフ
毎週金曜日更新
午前８時、午後２時、
午後８時放送

吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
落成記念式典より
・農林水産省の皆川芳嗣 事務次官によ
　る記念講演「農を主軸とした地域再生」

企画番組
毎週金曜日更新
午前９時、午後１時、
午後６時、午後９時
放送

ゆめるんフェスティバルより
・ケロポンズコンサート

議会放送
４月５日更新から

第46回南あわじ市議会定例会より
・一般質問、代表質問

ユーザー名
MinamiawajiCity
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　狂犬病予防注射を下記の日程により実施します。
未登録の犬は登録を併せて行います。飼い主には生
後 91日以上を経過した飼い犬を登録すること
と年1回狂犬病予防注射を受けさせることが狂
犬病予防法により義務づけられています。この
機会に受けさせて下さい。問生活環境課☎43-5024

　　 集合注射　
　　 ●登録済みの犬
　　　狂犬病予防注射料金

　　　3,200円
●登録のない犬
　登録・狂犬病予防注射料金

　6,200円
※登録はその犬ごとに行い

ます。登録変更があれば

届けてください

狂犬病とは？
◆どんな病気？

　　狂犬病の動物にかまれるこ

とで感染。平均 30 日の潜伏

期間の後発症。神経症状（興

奮、麻痺、錯乱など）が現れ、

呼吸麻痺で死亡。発症すれば、

ほぼ 100％死亡します。

◆日本は大丈夫？

　　1957 年以降発生していま

せんが、日本以外では多くの

国で発生しています。2006

年には外国で犬に噛まれた人

が日本で発症し、亡くなった

例がありました。

◆予防のポイント

　【動物の場合】

　❶飼い犬の登録

　❷狂犬病予防注射の実施

　❸放し飼いをしない

　❹飼っている動物を捨てない

　【人間の場合】

　❶流行地へ渡航するときは、

　予防接種を受ける。

　❷渡航先で過度に動物に接触

　しない。

問動物愛護センター淡路支所

　☎ 0799-62-5811

三原地域
日 場所 時間

９
日
（
火
）

旧ＪＡ榎列倭文出張所前   9:00～ 9:45

掃守公会堂 10:05～10:45

上幡多営農センター 11:05～11:40

大榎列公会堂 13:00～13:45

小榎列公会堂 14:05～14:55

10
日
（
水
）

徳長公会堂   9:00～ 9:25

志知消防屯所前 9:45～10:10

中島下公会堂 10:30～10:55

健康広場駐車場 11:15～11:50

市公民館駐車場 13:00～14:00

11
日
（
木
）

國衙旧国道鎮守神社   9:00～ 9:25

神代八幡神社（神稲） 9:45～10:15

神代地区公民館 10:35～11:25

浦壁公会堂 12:45～13:30

上中原公会堂 13:50～14:15

社家公会堂 14:35～14:55

12
日
（
金
）

寺内公会堂   9:00～ 9:35

成相ふれあいセンター 9:55～10:15

大久保公会堂 10:35～10:55

上八木公会堂 11:15～11:55

八木地区公民館駐車場 13:00～13:25

八木駐在所前 13:45～14:10

入田公会堂 14:30～14:50

南淡地域
日 場所 時間

15
日
（
月
）

灘地野集落センター 9:00～  9:15

灘大川公会堂 9:35～  9:50

灘いきがい創造センター 10:10～10:25

灘総合開発センター 10:45～11:05

沼島総合センター 12:20～12:55

あづま荘老人福祉センター（東町） 13:50～14:20

16
日
（
火
）

西町海水浴場 9:00～  9:40

阿万体育館 10:00～11:00

阿万連絡所前 11:20～12:20

伊賀野コミュニティセンター 13:20～14:00

17
日
（
水
）

潮美台コミュニティセンター前 9:00～10:00

稲田荘 10:20～10:45

大日寺 11:05～11:40

農村環境改善センター 13:00～13:40

18
日
（
木
）

かるも公会堂 9:00～  9:20

仁尾荘 9:40～10:05

波止の浜公園 10:25～11:05

二丁目旧保健所跡駐車場 11:25～12:00

南淡公民館前 13:00～13:45

19
日
（
金
）

賀集八幡神社入口 9:00～  9:40

田中会館前 10:00～10:30

南淡福祉保健センター 10:50～11:40

生子神社 13:00～14:00

西淡地域
日 場所 時間

３
日
（
水
）

江尻公会堂   9:00～ 9:25

北方公会堂   9:45～10:05

日光寺前 10:25～11:00

慶野コミュニティプラザ 11:20～12:00

古津路公会堂 13:00～13:20

松帆活性化センター 13:40～14:05

志知川コミュニティプラザ 14:25～14:45

４
日
（
木
）

中津浦コミュニティプラザ   9:00～ 9:30

旧津井小学校   9:50～10:15

西本村コミュニティプラザ 10:35～11:05

南あわじ漁協（旧丸山漁協）11:25～11:50

南あわじ漁協（旧阿那賀漁協） 13:00～13:20

ＪＡ伊加利阿那賀支所前 13:40～14:05

志知奥公会堂 14:25～14:45

５
日
（
金
）

コミュニティプラザ志知公会堂   9:00～ 9:20

西淡志知小前公民館   9:40～10:20

もみ療治整体院白龍堂前 10:40～11:05

ＪＡ湊購買部前 11:25～11:50

湊西集会所前 13:00～13:20

旧湊郵便局前 13:40～14:10

西路神社前 14:30～14:50

緑地域
日 場所 時間

23
日（
火
）

山添公会堂 9:00～  9:40

老人福祉センター 10:00～10:50

大丸公会堂 11:10～11:40

中筋公会堂 13:00～13:45

徳原公会堂 14:05～14:30

24
日（
水
）

緑市民センター 9:00～  9:30

土井集落センター 9:50～10:15

安住寺集落センター 10:35～10:55

南あわじ市倭文支所前 11:15～11:50

神道公会堂 13:00～13:35

安心コミュニティプラザ長田 13:55～14:30

料金

　公共の場での飼い犬のフンの処理は飼い

主が責任をもって行ってください。

平成25年度狂犬病予防注射日程

　
　

県
立
淡
路
病
院
は
、
平
成

25
年
４
月
30
日
（
火
）
正
午

か
ら
５
月
２
日
（
木
）
正
午

ま
で
の
間
、
救
急
診
療
を
休

止
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
「
南
あ
わ
じ
市
応

急
休
日
診
療
所
」
で
は
、
平
成

25
年
４
月
30
日
（
火
）、
５
月

１
日
（
水
）
の
２
日
間
、
午

後
８
時
か
ら
11
時
ま
で
「
応

４
月
30
日
、５
月
１
日
の
臨
時「
応
急
夜
間
救
急
診
療
」

急
夜
間
救
急
診
療
」
を
臨
時

に
行
い
ま
す
。

　

救
急
診
療
は
、
入
院
治
療
を

要
し
な
い
一
次
応
急
診
療
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
応
急
夜
間
救

急
診
療
は
、
市
医
師
会
の
医
師

が
担
当
し
ま
す
。

問
応
急
休
日
診
療
所

　

☎
53
・
１
５
３
６

ご招待券

※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません
イングランドの丘 ☎43-2626
 南あわじ市八木養宜上1401番地
 公式ホームページ

 イングランドの丘

2014年３月31日まで有効

淡路ファームパーク

イングランドの丘

検 索

ご招待券

※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません
イングランドの丘 ☎43-2626
 南あわじ市八木養宜上1401番地
 公式ホームページ

 イングランドの丘

2014年３月31日まで有効

淡路ファームパーク

イングランドの丘

検 索

ご招待券

※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません
イングランドの丘 ☎43-2626
 南あわじ市八木養宜上1401番地
 公式ホームページ

 イングランドの丘

2014年３月31日まで有効

淡路ファームパーク

イングランドの丘

検 索

ご招待券

※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません
イングランドの丘 ☎43-2626
 南あわじ市八木養宜上1401番地
 公式ホームページ

 イングランドの丘

2014年３月31日まで有効

淡路ファームパーク

イングランドの丘

検 索

　
　

県
立
淡
路
病
院
は
、
平
成
25

年
４
月
30
日
（
火
）
を
も
っ
て

閉
院
し
、
５
月
１
日
（
水
）
に

旧
カ
ネ
ボ
ウ
電
子
跡
地
に
「
県

立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
と
し
て
開
院
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
よ
る
救
急
患
者
の
受
入

れ
や
、医
療
機
器
の
充
実
に
よ
る

高
度
専
門
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
特
徴
と
し
た
病
院
で
す
。

診
療
科
目　

内
科
、
循
環
器

内
科
、
神
経
内
科
、
外
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
脳
神
経
外

科
、
整
形
外
科
、
形
成
外
科
、

精
神
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
、

泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
リ
ハ
ビ

県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）が
開
院
し
ま
す

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放
射
線

科
、
麻
酔
科
、
病
理
診
断
科
、

救
急
科
、
歯
科
、
歯
科
口
腔

外
科

病
床
数　

一
般
病
床
３
７
７

床
、
精
神
病
床
45
床
、
結
核

病
床
15
床
、
感
染
４
床

問
県
立
淡
路
病
院

　

☎
22
・
１
２
０
０

　
　

４
月
よ
り
阿
那
賀
診
療
所
・

伊
加
利
診
療
所
の
診
療
日
時
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

阿
那
賀
診
療
所　

　

火
曜
日
と
木
曜
日
が
休
診

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
日

阿
那
賀
診
療
所
・
伊
加
利
診
療
所
の
診
療
日
時
変
更

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

伊
加
利
診
療
所　

　

火
曜
日
が
休
診
と
な
り
ま
す
。

金
曜
日
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　
　

学
生
に
は
、
申
請
に
よ
り
在

学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

前
年
度
、
制
度
に
よ
り
保
険

料
納
付
を
猶
予
さ
れ
、
平
成
25

年
度
も
在
学
予
定
の
人
に
対
し

て
、
基
礎
年
金
番
号
が
印
字
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
を
３
月
末
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

と
同
じ
学
校
等
に
在
学
す
る
人

は
、
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
返
送
す
る
と
申
請
で
き
ま

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

す
。
こ
の
場
合
は
、
在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
は
不

要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
こ
の
制
度
を

利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
は
じ
め
て
学
生
納
付

特
例
を
申
請
す
る
人
は
、
従
来

ど
お
り
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

日付 一般外来 救急外来

４月29日、
５月３日
～５月６日

休日
通常通り受
け入れして
います

４月30日
～５月２日 休診

４月30日正
午～５月２
日正午まで
休止

▲移転に伴う休診日等のスケジュール



広報 

お知らせ

16

開園時間：９時～17時（季節により変更あり）

入 園 料：大人800円、小人400円
電 話：43-2626（お間違えのないように）

元気なアルバイトスタッフ大募集
遊具、レストラン、販売など。

ご希望の方は、電話の上、履歴

書をご送付ください。

〒656-0443　
南あわじ市八木養宜上1401

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

17 2013.4.1発行

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
市
囲
碁
大
会

　
　
　
（
２
月
24
日
、南
淡
公
民
館
）

▽
Ａ
級
①
土
居
新
平（
賀
集
）②
嶋
野

泰
尚（
賀
集
）③
森
川
勝
次（
阿
万
）

▽
Ｂ
級
①
中
尾
敬
一（
神
代
）②
溝
口

節
夫（
福
良
）③
原
田
拓
治（
賀
集
）▽

Ｃ
級
①
坂
本
秀
夫（
福
良
）②
豊
原
忠

（
志
知
）③
森
本
公
子（
伊
加
利
）

　
身
体
障
害
者
相
談
員
名
簿

　

市
で
は
、身
体
障
害
者
福
祉

法
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
相
談

員
を
、左
表
の
人
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

地区 氏名 電話番号 住所

緑 西　　敏昭 45-1174 広田中筋165-1

西淡

佐藤　繁俊 36-4128 松帆脇田甲236

若林　　保 36-3602 松帆北浜9-2

福原　朗允 38-0336 津井100

三原

落合　淳夫 42-3107 志知中島791

仲野　順子 42-1519 榎列大榎列892

池本　輝夫 42-0293 市円行寺243-1

南淡

山口　烈男 54-0858 賀集八幡中444

●
べんど

　　格郎 55-1122 阿万塩屋町85

高原　良之 55-1547 北阿万新田北427-1

森山　　修 52-0527 福良甲1325-1

樹黒

　
有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
取
り
組
み

有
害
鳥
獣
捕
獲

　

左
記
の
地
区
の
山
林
周
辺
に

お
い
て
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ
る
鹿
・

猪
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。
実

施
期
間
の
山
林
へ
の
立
ち
入
り

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区

❶
広
田
・
中
条
・
倭
文
地
区

❷
松
帆
・
湊
・
津
井
・
伊
加
利
・
志

知
・
阿
那
賀
地
区

❸
八
木
・
神
代
地
区

❹
福
良
・
賀
集
・
北
阿
万
・
阿
万
・

灘
地
区

期
間　

４
月
１
日
（
月
）
〜

10
月
31
日
（
木
）

防
止
柵
の
整
備

　

防
止
柵
の
整
備
は
通
常
３
戸

以
上
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
地
形
上
、
困
難
な
場
合
の

救
援
策
と
し
て
３
戸
未
満
で
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

３
戸
以
上
で
整
備
し
た
防
止
柵

の
修
繕
に
つ
い
て
補
助
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

補
助　

資
材
費
の
１
／
２
（
上

限
５
万
円
）
※
予
算
の
範
囲

内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す

鳥
獣
害
共
済
基
金
を
設
立

　

県
、
市
町
、
農
家
が
「
鳥
獣

害
共
済
基
金
」
を
積
み
立
て
、

野
生
動
物
に
よ
っ
て
作
付
野
菜

に
被
害
を
受
け
た
農
家
に
再
生

産
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

掛
金　

農
家
１
千
円
／
ａ

支
援
金　

４
千
円
／
ａ

加
入
条
件　

❶
１
ａ
以
上
の

農
地
❷
防
止
柵
を
設
置

支
援
金
交
付
条
件　

❶
被
害

に
よ
り
50
％
以
上
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
❷
野
菜
の
再
作

付
を
行
う

問
農
林
振
興
課
☎
43 

・
５
０
２
５

▲捕獲された猪

▲設置された防止柵

　
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
置
候
補
者
募
集

　

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
２
か
所
）
の
設
置
者
を

公
募
し
ま
す
。

募
集
要
項
配
布
及
び
参
加
表

明
期
間　

４
月
30
日（
火
）ま
で

提
出
先　

長
寿
福
祉
課

※
応
募
要
件
等
の
詳
細
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
長
寿
福
祉
課

　

☎
44
・
３
０
０
５

　
　

楽
曲
は
、
消
防
職
員
の
士

気
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
ア
ッ

プ
テ
ン
ポ
調
を
基
本
と
し
、

広
域
消
防
事
務
組
合
が
用
意

し
た
歌
詞
に
対
し
て
曲
を
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

消
防
歌
は
吹
奏
楽
団
の
伴
奏

に
よ
り
歌
唱
す
る
予
定
で
す
。

応
募
資
格　

淡
路
島
内
に
在

住
も
し
く
は
勤
務
す
る
人

広
域
消
防
事
務
組
合 

消
防
歌
の
作
曲
者
募
集

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い

応
募
締
切　

５
月
10
日
（
金
）

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
０
２
７
１

　

F 

24
・
４
８
６
０

　

❶
花
街
道
づ
く
り
事
業

　

国
道
・
県
道
沿
い
の
10
㎡

以
上
の
花
壇
を
維
持
管
理
で

き
る
個
人
や
団
体
に
対
し

て
、
植
栽
の
維
持
管
理
や
花

壇
整
備
等
へ
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

募
集
期
間　

翌
年
２
月
28
日

　

ま
で

❷
花
づ
く
り
講
習
会
講
師

　

派
遣
事
業

　

花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
実

施
す
る
実
技
を
伴
う
花
づ
く

り
講
習
に
対
し
講
師
を
派
遣

し
ま
す
。

緑
花
関
係
事
業
の
募
集

❸
あ
わ
じ
交
流
花
壇
推
進

　

事
業

　

１
年
間
継
続
し
て
８
か
所
の

交
流
花
壇
を
管
理
す
る
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
ま
す
。
花
壇
管
理

費
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

❶
❷
❸
共
通
事
項

　

募
集
期
間
を
確
認
の
上
、
申

請
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
な
ど
し
て
、

淡
路
島
く
に
う
み
協
会
へ
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

問
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

　
高
齢
者
大
学
う
ず
し
お
学
園
受
講
生
募
集

入
学
資
格　

市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
人

期
間　

５
月
〜
翌
年
３
月
ま

で
の
毎
月
第
４
土
曜
日
（
変

更
の
場
合
あ
り
）

場
所　

三
原
公
民
館

内
容　

一
般
教
養
、
舞
踊
、
コ

ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ソ
コ
ン
、

習
字
、
生
け
花
な
ど

申
込
先　

長
寿
福
祉
課

※
申
込
金
と
し
て
４
０
０
０
円

が
必
要
で
す
。
ク
ラ
ブ
に
よ

り
臨
時
集
金
あ
り

申
込
締
切　

４
月
10
日
（
水
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

▲舞踊クラブによる舞台発表

▲コーラスクラブの舞台発表

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         会員募集中

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083
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公
営
住
宅
入
居
者

❶
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教

育
終
了
前
の
子
供
の
い
る
世
帯
等

は
、21
万
４
千
円
以
下
）

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地（
倭
文
）

　

１
戸
、
１
棟
４
０
４
号
、

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、

平
成
18
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
２
万
６
２
０
０
円
〜

５
万
１
５
０
０
円
、
駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円

▽
阿
那
賀
団
地（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、
Ｂ
棟
１
０
４
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、

平
成
３
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
１
万
８
５
０
０
円
〜

３
万
６
４
０
０
円

❷
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽（
随
時
）さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、や
え
棟
３
‐
１
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
10
年
度

建
築
。家
賃
月
額
６
万
２
９
０
０

円
、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

❶
・
❷
共
通
事
項

◇
申
込
締
切
日　

４
月
15
日（
月
）

◇
公
開
抽
選
日　

４
月
24
日（
水
）

　

午
前
10
時
。西
淡
公
民
館

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
裁
量
階
層
に
つ
い
て
、
市
営
住

宅
条
例
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

※「
随
時
」の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

看
護
師
（
若
干
名
）

▽
勤
務
場
所　

市
休
日
診
療
所

▽
勤
務
日　

日
曜
・
祝
祭
日
・
年

末
年
始
（
交
替
制
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
、
午
後

７
時
〜
11
時

▽
応
募
要
件　

看
護
師
免
許

▽
処
遇
等　

面
接
時
に
説
明

▽
申
込　

履
歴
書
と
看
護
師
免
許

写
し
を
持
参

問
市
医
師
会
☎
52
・
３
６
２
８

兵
庫
県
警
察
官
募
集

▽
応
募
資
格　

35
歳
ま
で
の
人

▽
受
付
締
切　

４
月
18
日（
木
）

▽
試
験
日　

５
月
12
日（
日
）

▽
採
用
人
数　

３
３
０
人
程
度

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　

☎
42
・
０
１
１
０

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
全
通
15
周
年

明
石
海
峡
大
橋
海
上
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

　

明
石
海
峡
大
橋
の
管
理
用
通

路
を
通
っ
て
、舞
子
か
ら
淡
路
島

ま
で
歩
い
て
渡
る
約
４
㎞
の
海
上

ウ
ォ
ー
ク
。

▽
日
程　

５
月
25
日（
土
）・
26
日

（
日
）

▽
対
象
者　

次
の
条
件
全
て
を

満
た
す
人
❶
小
学
４
年
生
以

上（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
）❷
自
己
責
任
で
４
㎞
以
上

の
歩
行
、高
さ
40
ｍ
の
階
段
昇

降
が
で
き
る
人
❸
高
所
及
び
閉

所
恐
怖
症
で
な
い
人
❹
ト
イ
レ

を
２
時
間
程
度
我
慢
で
き
る
人

▽
費
用　

大
人
２
０
０
０
円
、中

学
生
以
下
１
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

４
月
14
日（
日
）

▽
申
込　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

ku
n
iu
m
i.o
r.jp
/

）

問
㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
22
・
６
０
０
０

走
る
県
民
教
室（
第
２
期
）

　

県
の
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
地

域
団
体
に
、バ
ス
借
り
上
げ
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
の
自
治
会
、
高
齢

18

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助

員
養
成
講
座

▽
日
時　

５
月
18
日（
土
）〜
7
月

20
日（
土
）の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

神
戸
市
立
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

▽
定
員　

40
人

▽
費
用　

３
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切　

４
月
27
日（
土
）

問
兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
７
５

６
次
産
業
化
に
関
す
る
相
談
会

　

６
次
産
業
化
と
は
、
農
林
漁
業

者
が
生
産（
１
次
）に
加
え
加
工（
２

次
）、流
通
・
販
売
（
３
次
）
を
行
い
、

農
山
漁
村
の
雇
用
の
確
保
と
所
得

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

※
６
次
産
業
化
の
例
＝
新
た
に
加

工
・
販
売
に
取
り
組
み
た
い
、

加
工
施
設
、
直
売
所
を
整
備
し

た
い
、
輸
出
に
挑
戦
し
た
い
な
ど

▽
日
時　

４
月
16
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
（
１
人
30
分
）

▽
定
員　

６
人

▽
申
込
期
限　

４
月
９
日（
火
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
な
い
ろ
館
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

４
月
17
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

な
な
い
ろ
館
駐
車
場

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

ゆ
ー
ぷ
る
回
数
券
割
引
販
売

▽
販
売
期
間　

４
月
10
日（
水
）ま
で

▽
有
効
期
限　

翌
年
３
月
31
日（
月
）

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
あ
わ
じ
・
み
ん

な
で
祝
う
10
周
年
祭

　

淡
路
佐
野
運
動
公
園
開
園
10
周

年
を
記
念
し
て
、
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
や
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分　

※
雨
天
の
場
合
は
19
日
（
日
）

▽
内
容　

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト（
お

者
、
青
少
年
な
ど
の
地
域
団
体

（
参
加
者
20
人
以
上
）

▽
見
学
実
施
日　

６
月
１
日（
土
）

〜
８
月
31
日（
土
）

▽
申
込
期
間　

４
月
15
日
（
月
）

〜
５
月
10
日
（
金
）

問
淡
路
県
民
局
企
画
防
災
課

　

☎
26
・
２
０
０
９

◆
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

▽
日
時　

５
月
11
日（
土
）〜
９
月

14
日（
土
）の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

▽
定
員　

15
人

▽
費
用　

３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切　

５
月
２
日
（
木
）

◆
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

▽
日
時　
【
午
前
の
部
】５
月
17
日

（
金
）〜
翌
年
３
月
７
日（
金
）の

毎
週
金
曜
日
、午
前
10
時
〜
正
午

【
午
後
の
部
】５
月
16
日（
木
）

〜
翌
年
３
月
６
日（
木
）の
毎
週

木
曜
日
、午
後
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
定
員　

各
20
人

▽
費
用　

７
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切　

５
月
７
日
（
火
）

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０

　

F 
26
・
１
１
７
５

楽
し
み
抽
選
会
や
ト
ン
汁
千

食
ふ
る
ま
い
、
金
魚
す
く
い
な

ど
）。
記
念
大
会
（
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

▽
場
所　

淡
路
佐
野
運
動
公
園

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
淡
路
佐
野
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　

☎
０
７
９
９
・
64
・
２
２
２
２

市
内
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

▽
内
容　

ダ
ブ
ル
ス
＆
シ
ン
グ
ル

ス
の
リ
ー
グ
戦

▽
日
程　

４
月
14
日
（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

▽
申
込
締
切　

４
月
７
日
（
日
）

問
三
原
健
康
広
場
☎
42
・
５
６
３
０

兵
庫
県
中
小
企
業
融
資
制
度
説
明
会

　

県
が
設
け
て
い
る
様
々
な
融
資

制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

広報 

▽
日
時　

４
月
17
日
（
水
）　

　

午
後
２
時
〜
４
時　

▽
場
所　

洲
本
職
員
福
利
セ
ン
タ
ー

問
淡
路
県
民
局
商
工
労
政
課

　

☎
26
・
２
０
８
７

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

冊数
※１冊10枚綴

現行価格
(１枚単価)

割引価格
(１枚単価)

３冊 16,200円
（540円）

15,000円
（500円）

５冊 27,000円
（540円）

24,000円
（480円）

10冊 54,000円
（540円）

40,000円
（400円）

子ども用
（１冊）

2,700円
（270円）

2,500円
（250円）

▲割引価格表

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　９日（火）・18日（木）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター
問市民課☎43-5023（予約必要）
 

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099
 

出張消費生活相談
◆日時　９日（火）・16日（火）・23日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　９日＝緑市民センター、16日＝   
            西淡庁舎、23日＝南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要）
 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談
◆日時　16日(火）・22日（月）
　　　　10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　司法書士 山下富弘事務所
　　　　☎23-9171（予約必要）
 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　８（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政書士瀧岡光子事務所
　　　    ☎32-1641（予約必要）
 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　24日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要）
 

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　８日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）
 

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013
 

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ４月の
　無料相談

ホームドクターアリス
しろあり・害虫駆除の専門店

南あわじ市北阿万筒井76-1

問☎55-0800
調査・見積
　 無料！

地元の業者にお任せを！
気軽にご連絡ください。
　　　相談受付中

しろあり・ハチ
ゴキブリ・ネズミ
いや～な虫の 駆除と予防



まなびの扉

21 20

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
倭文公民館☎46-0001
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉
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第
１
０
８
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　
　
　
「
木
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

４
月
28
日
（
日
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

第
46
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会

▽
日
時　

４
月
６
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
14

▽
内
容　

阿
万
上
町
地
区
に
位
置

　

す
る
河
内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

　

土
器
や
発
掘
の
写
真
を
展
示

▽
期
間　

５
月
下
旬
ま
で

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

雅
会　
水
墨
画
展

　

市
内
の
風
景
を
水
墨
画
で
表
現

し
た
も
の
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
最
終
日
は
午
前
中
ま
で

問
三
原
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

●ひとりになっても、夢中になれるこ
とをお持ちなさい 三星 静子著（中経出版）

うちこめるものがあったか
ら、体の痛み、家族の死を乗
り越えられたー。ひとり暮ら
しを続け25年。２０１３年で
１００歳になる古ぎれコラー
ジュの著者が、幸せな人生を
つくる２５の秘訣を教える。

● ふかいあな
キャンデス・フレミング文（あすな
ろ書房）

緑公民館図書室
☎44-3008

●でもだいじょうぶ！
 ジェフ・マック作絵／石津 ちひろ訳（パイインターナショナル）

うさぎとねずみはピクニック
に行こうとしたら、雨が降っ
てきた。うさぎが傘をもって
いたけど、強い風がふいてき
て・・・。ものの見方次第で、最
悪は最高に変わる！ポジティ
ブうさぎとネガティブねずみ
のドタバタ劇。
●日本列島花の絶景　
春夏秋冬を通じて次々咲き
誇る全国花スポット７７選
（洋泉社）

三原図書館

●おじいさんのしごと
山西 ゲンイチ作（講談社）

思い出が詰まったドカ弁・
のっけ弁から、味のバラン
スを考えた三菜弁当、行楽
に持っていきたい少し豪華
な弁当、修業時代にくり返し
作った松花堂弁当まで、日本
料理店「賛否両論」店主が、心
底愛する和弁当のレシピを
紹介する。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●こんちゅうかくれんぼクイズ　
須田 孫七監修（ひさかたチャイルド）

昆虫がどこにいるか、当てて
みましょう。見事に擬態した
昆虫をクイズ形式で紹介。敵
に見つからないように身を
守ったり、獲物を捕まえたり
する様子が鮮明な写真で分か
ります。

南淡図書館

●電気のしくみ
発電・送電・電力システム 
佐藤 義久著／嶋田 隆一監修(丸
善出版)☎53-0234☎43-5037

●和食屋の和弁当 
 笠原 将弘著（主婦の友社）

▽
内
容　

一
谷
嫩
軍
記
二
段
目
中

須
磨
浦
組
討
の
段

▽
期
間　

８
月
下
旬
ま
で

◆
百
寿
記
念

　
人
間
国
宝 

鶴
澤
友
路
展

▽
期
間　

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

◆
「
第
29
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後

　
継
者
団
体
発
表
会
」
写
真
展　

▽
期
間　

５
月
８
日
（
水
）
ま
で

◆
参
加
者
募
集

❶
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

❷
淡
路
人
形
絵
画
教
室

▽
日
時　

毎
月
第
２
火
・
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

　　　

　

91シリ
ーズ

に播
はり

磨
ま

の新
しん

山
ざん

寺
じ

（赤
あ

穂
こう

郡
ぐん

上
かみ

郡
ごおり

町
ちょう

）に移されていた

ことも記されています。そ

れが、いつ再び感応寺に

戻ってきたかは明らかで

はありません。このため、

この鐘にまつわる色々な

伝説が伝えられています。

昭和47年に指定されまし

た。

　松帆古津路の感
かん

応
のう

寺
じ

にあるこの鐘は、文
ぶん

明
めい

７

年（1475）の鋳
ちゅう

造
ぞう

で、その銘
めい

文
ぶん

に「天
てん

下
か

泰
たい

平
へい

 国
こく

土
ど

安
あん

静
せい

 御
おん

守
しゅ

護
ご

源
みなもと

成
しげ

春
はる

」とあることから、淡路守

護の細
ほそ

川
かわ

成
しげ

春
はる

が自領の平穏を祈願して、この鐘

を寄
き

進
しん

したのでしょう。さらに天
てん

文
ぶん

３年（1534）

市
指　

梵ぼ

ん

鐘
し

ょ

う

▲高さ93.5㎝・口径55.5㎝

国
民
健
康
保
険
阿
那
賀
診
療
所

開
設
55
周
年
記
念
講
演
会

▽
日
時　

５
月
26
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

▽
内
容　

❶
基
調
講
演「
私
は
„
当

麻
鉄
彦
“に
な
り
得
た
か
？
」❷

ゲ
ス
ト
講
演「
こ
の
道
を
生
き
る
、

心
臓
外
科
ひ
と
す
じ
」

▽
演
者　

❶
大
鐘
稔
彦（
阿
那
賀

診
療
所
第
16
代
院
長
）❷
天
野

篤（
順
天
堂
大
学
医
学
部
心
臓

血
管
外
科
教
授
）

※
講
演
後
、演
者
の
著
書
の
サ
イ

ン
会
を
行
い
ま
す

▽
場
所　

西
淡
公
民
館　

▽
定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
応
募
先　

保
険
課
ま
た
は
西
淡

公
民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

バ
ン
ド
講
座
用
楽
器
募
集

　

夏
休
み
期
間
に
中
高
生
を
対
象

と
し
た
バ
ン
ド
講
座
の
開
講
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
講
座
で
使
用
す
る

電
子
楽
器
や
機
材
な
ど
を
譲
っ
て

い
た
だ
け
る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
品　

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
エ

レ
キ
ベ
ー
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、

各
ア
ン
プ

※
使
用
可
能
な
物
に
限
り
ま
す

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
登
日
）

　

☎
０
９
０
・
４
４
９
４
・
１
４
０
７

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
平
成
25
年
度
館
蔵
品
展
１

▽
期
間　

４
月
２
日
（
火
）
〜
６

月
上
旬

※
期
間
中
一
部
入
替
あ
り

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

南
あ
わ
じ
音
楽
祭
２
０
１
３

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

　

９
月
１
日
（
日
）
に
開
催
す
る

『
南
あ
わ
じ
音
楽
祭
２
０
１
３
』

で
、
東
京
フ
ィ
ル
＆
京
響
ト
ッ
プ

メ
ン
バ
ー
と
同
じ
舞
台
に
立
ち
、

演
奏
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽
演
奏
曲　

課
題
曲
、自
由
曲
を

そ
れ
ぞ
れ
１
曲

▽
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
参

加
料
振
込
明
細
書
の
写
し
を
添

付
し
て
事
務
局
へ
郵
送

▽
申
込
期
間　

４
月
８
日
（
月
）

〜
５
月
20
日
（
月
）

▽
日
程　

６
月
９
日
（
日
）

▽
場
所　

三
原
公
民
館

問
事
務
局（
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
内
）

　

☎
37
・
３
０
２
０

児
童
館
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

小
学
生
を
対
象
に
児
童
館
ク
ラ

ブ
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

▽
内
容　

❶
お
絵
か
き
ク
ラ
ブ
❷

書
道
ク
ラ
ブ
❸
か
き
方
ク
ラ

ブ
❹
茶
道
ク
ラ
ブ

▽
日
時　

❶
毎
週
月
曜
日
❷
毎
週

火
曜
日
❸
毎
週
水
曜
日
❹
毎

週
木
曜
日

※
❶
〜
❹
共
通

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

▽
対
象　

❶
全
学
年
❷
３
年
生
〜

６
年
生
❸
１
年
生
〜
２
年
生

❹
全
学
年　
　
　
　
　
　

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 
●４月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

         １      2　           3       4       5      ６     

 ７      8       9      10     11     12    13 

 14    15    16     17     18     19     20     

 21    22    23     24     25     26    27   

 28    29    30  
月末整理 ※○はおやすみです

広報 

４月初回トレーニング講習会

日 曜日 第１講習 第２講習

16 火 14:00～ 19:00～

27 土 10:00～ 15:00～

●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　　　　　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分

パワーヨガ教室

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(市内、全８回）

文化体育館
回数 　　月日 曜日 開始時間
第１回 ４月 12日 金 19:30 ～

第２回 ４月 26日 金 19:30 ～

第３回 ５月 24日 金 19:30 ～

第４回 ６月 14日 金 19:30 ～

第５回 ６月 28日 金 19:30 ～

第６回 ７月 12日 金 19:30 ～

第７回 ７月 26日 金 19:30 ～

第８回 ８月　２日 金 19:30 ～

　パワーヨガでは、身体を動かし
ながら呼吸を深め、ボディーメイク
効果を高めるプログラムです。

福祉タクシー（車いす、ストレッチャー対応）
運転代行 好評運行中！
（24時間受付）

鳴門タクシー☎52-0298、みなとタクシー☎36-2880、中央タクシー☎42-0179

●南あわじ市「外出支援サービス事業」の
   契約業者です。
●予約制。当日朝でもOK。年中無休。
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● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

３ 水

９:00～ 10:30

三原保健センター
８ 月 緑保健福祉センター
15 月 西淡保健センター
22 月 南淡福祉保健センター

   ４月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　時間 場所

阿波踊り体操
３ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
17 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所

30 火 13:30 ～ 16:00
農村環境改善センター（北阿万
地区公民館）

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 18 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（24年12月生）

23 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（24年６月生）

16 火 12:30～ 13:00

１歳６か月児健康診査
（23年９月生）

２ 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（23年１月生）

19 金 13:00～ 13:30

３歳児健康診査
（22年３月生）

９ 火 12:30～ 13:00

強い歯大好き健診
（22年１月･22年７月生）

５ 金 13:00～ 13:45

育児相談
（24年２月生）
（24年９月生）

３ 水

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
10 水 西淡保健センター
17 水 緑保健福祉センター
24 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（24年11月生）

25 木 ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室（予約制） 11 木  ９:30～９:45
発達支援相談（予約制） 11 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

分班長会議 18  木  ９:30 ～ 沼島総合センター ❶自覚症状がない時に体の中で起こっている小さな異変を 

　健診で早期発見出来ます。

❷毎年受けることで、継続した健康管理が出来ます。

❸保健指導で生活習慣の改善のポイントが分かります。

❹病気を予防することで医療費を抑制します。

町ぐるみ健診は、健康づくりのスタートです町ぐるみ健診は、健康づくりのスタートです
平成24年度の検診によるがん発見者数
●胃がん→４人　　　●前立腺がん→４人

●大腸がん→10人　●乳がん→４人

●子宮がん→１人　　●肺がん→４人

※市では、がん検診精密検査未受診者に対して全

　員に受診勧奨しています。検診後、精密検査の

　通知がありましたら、早めに受診しましょう

申し込みから健診までの流れ
4月上旬　各世帯に申込書を郵送
　送られてきた申込書に、受診項目ごとに「受ける・受けない」のどち
らかを○で囲み、同封の返信用封筒でご返送ください。受診しない人

も返送が必要です。

   ⬇
６月以降　申込者へ健診受診票等郵送
　⬇
６月下旬～９月　町ぐるみ健診を受診
　健診受診票・時間指定票・医療保険証・自己負担金をお持ちの上、
指定日時にお越しください。40歳～74歳の人が受診する特定健康

診査には「特定健康診査受診券」が必要です。受診券がない場合は、

全額自己負担（5,250円）となります。

※市国保加入者は特定健康診査受診券が不要です

月 場所 実施日

６月 西淡保健センター 28
金

29
土

７月

西淡保健センター ❶
月

２
火

3
水

４
木

南淡福祉保健センター ❾
火

10
水

11
木

12
金

13
土

16
火

17
水

18
木

緑保健福祉センター 24
水

25
木

26
金

27
土

29
月

８月 三原保健センター ❶
木

２
金

❸
土

5
月

６
火

❼
水

９月 南淡福祉保健センター ❻
金

❼
土

８
日

健診の日程表（受付時間＝８：30～11：30／13：00～14：30）

■健診内容　
・特定健康診査（40～74歳）※市国保加入者は25年度より無料です
・後期高齢者健康診査（75歳以上）※25年度より無料です
・健康診査（19～39歳）
・がん検診（肺、胃、大腸、口腔、前立腺、子宮頸）
・その他検診（結核、骨粗しょう症、肝炎ウイルス）
※乳がん検診のみ個別検診（申込者へ別途通知）

【標記】　数字＝午前のみの健診日、□数字＝午前・午後の健診日、●数字＝子宮がん検診、午前・午後の健診日
※歯周疾患・口腔がん検診は、全日程の午前中のみ行います

健診は時間指定制です
申込締切日 ４月15日（月）
申し込み順に日時が割り当てられます

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ７日（日）橋田友孝 医師 前田昌己 医師

14日（日）福田郁夫 医師 宮崎美枝 医師

21日（日）福原正博 医師 村野謙一 医師

28日（日）鈴木俊示 医師 浦瀬　巌 医師

29日（月）宮崎美枝 医師 大鐘稔彦 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が
輪番で小児夜間救急診療を行っています。電話セ
ンターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、
必要な時は当日の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時ま
での間、みなと元気館内の洲本市応急診療所に
おいて、小児科医の輪番による小児救急診療所
を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

認知症家族会
　認知症の介護の悩みを抱える人同士が、日ご
ろの思いを話す場です。

日時　４月10日（水）14:00～15:00

場所　三原公民館
問地域包括支援センター☎44-3006

健診を受けるメリットは？

　

１．平成25年４月より子宮頸がん予防ワクチン、

　　ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンが

　　定期接種となります

　●子宮頸がん予防ワクチン

　対象　市内在住で、小学６年～高校１年に相
　　　　当する年齢の女子

　※中学１年以上の対象者に通知します。なお、

　　小学６年で接種を希望する人は健康課まで

　　連絡してください

　●ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン

　対象　市内在住で、生後２か月から５歳の誕
　　　　生日の前日までの人

２．結核（BCGワクチン）の定期接種の接種期

　　間が１歳の誕生日の前日までに拡大されま

　　した。なお、標準的な接種期間は、生後５

　　か月から生後８か月に達するまでの期間に

　　変更されました。

３．免疫の機能に支障を生じさせる重篤な疾病

　　にかかっていたことなどの特別な事情によ

　　り、定期接種の機会を逃したと認められる

　　人について、接種可能となったときから原

　　則２年間、定期の予防接種を受けることが

　　できるようになりました。希望する人は健

　　康課まで連絡してください。

問健康課☎44-3004

定期予防接種の制度改正について

22
広報 



心のかけはし
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広報 

阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

　

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　４月15日（月）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　待望の吉備国際大学南あ　広報クイズ 「守ろう　じんけん」車が走る・・

平成25年３月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
３
月
号
の
正
解
は「
お
や
つ
」。48
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

わじ志知キャンパス●●●●農学部が開学します。

３月17日の内覧会には地域の人たちをはじめ約

３００人の人たちが来てくれました。同学部への期待

が高いことがわかります。これから皆さんとともに地

域の活性化をめざし、

大学と連携した新た

なまちづくりがスター

トします。さて、●●

●●に入る漢字４文

字はなんでしょう？

（ヒントは広報３頁）

　人権教育課の車が

生まれ変わりまし

た。日常的に人権啓

発活動を目指すため

市内小中高等学校の

児童生徒が日頃感じ

たり、思ったり、体

験したことを作文にした人権啓発冊子「ひろば南あわじ」

の標語やイラストなどの一部を掲載しています。どこか

で車を見かけた時は、人権を意識する機会としていただ

けるとうれしいです。

　最近の出来事では、アルジェリアで起きた事件のよう

に悲しいテロ行為等、世界では今も戦争で尊い命がたく

さん失われています。また、国内では本年１月だけで自

殺により2,412人の尊い命が失われました（内閣府統計）。

　つながり支え合う人権のまちづくりは家族の絆と地域

の縁に支えられ、一人一人が尊重され、自立し、安心し

た生活を営むことができる社会です。

　あらゆる差別により産みだされる人権侵害は、いわれ

のない偏見や思い込み、決めつけなどで起こります。

　自分の良さを大切にし、他人を思いやれる人権感覚を

乗せた人権ラッピング車は、「人権のまちづくり」を目

指して走りますので応援してください。

問人権教育課☎ 37-3019

子育て広場

●催し※要申込

行事名 日時 場所・費用等
①４月のお誕生
　日会

22日
10:30～

働く婦人の家、100円、お茶・お手
拭持参、18日締切

②つくってあそ 
　ぼう（春色タ
　ペストリー）

25日
10:30～11:30

働く婦人の家、50円、両面テープ・
黒色サインペン持参

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ４月の開設日 場所 時間
みどり 10,12,17,19,24,26 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

みはら 2,3,4,5,9,11,16,18,23,25,30 働く婦人の家

せいだん 9,11,16,18,23,25 西淡保健センター

なんだん 10,12,19,24,26 南淡公民館

　うららかな好季節をむかえました。親子でひろばに出かけ

てみませんか。出前ひろばは、事前申し込みは要りません。

開設時間内であれば自由な時間に来ていただけます。
●人　口 50,780人（前月比－39人）
　（男）　 24,488人（前月比－31人）
　（女）　 26,292人（前月比－８人）
●世帯数 18,878世帯（前月＋７世帯）
　　　　　　　　※平成25年３月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
柏木　　学（福　良）
山形　和誠（津　井）
良田　雄哉（神　代）
福永　真一（賀　集）
石本　龍右（松　帆）
清水　裕孝（洲本市）
増本　和也（潮美台）
島田　知明（阿　万）
窪田　雅之（福　良）
齋藤　弘樹（倭　文）
西野　　潤（潮美台）
今田　尚吾（倭　文）
入谷　雅哉（神　代）
岡田　眞時（洲本市）
奥野　健二（榎　列）
髙木　敦史（松　帆）
宮本　和季（賀　集）

榎本　麻希（阿　万）
澤内　敦子（志　知）
山崎　美月（徳島県）
赤松　美佳（松　帆）
金﨑　由真（淡路市）
西里彩也香（神　代）
谷口　千春（洲本市）
佐野　衣美（阿　万）
竹村小百合（高知県）
池本美津子（淡路市）
宮本　早貴（福　良）
小丸まり子（松　帆）
西川　　愛（大阪府）
桐本　　咲（松　帆）
前原　亜弥（神　代）
亀岡　美紀（榎　列）
竹口祐里子（倭　文）

２月 22 日
２月 22 日
２月 22 日
２月 23 日
２月 26 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ７ 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 15 日
３月 15 日
３月 15 日
３月 15 日
３月 15 日
３月 15 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
豊田　正子
中川　輝次
酒井　　●
堀部　祥雲
松平みよし
引田　義惠
古池ひさ子
土居　俊一
長濱　岸夫
丸田　一義
森本みよし
山川　　弘
天野かづみ
記虎一二三
開　　廣美
前川　豊子
赤穗ふさ子
向江　勇雄
川口つるゑ

市
阿 万
福 良
阿 万
八 木
市

福 良
伊加利
福 良
湊

伊加利
賀 集
福 良
松 帆
阿 万
阿 万
阿 万
松 帆
賀 集

69
78
93
92
72
101
94
78
94
66
76
78
80
88
91
83
97
79
86

２ 月 15 日
２ 月 16 日
２ 月 17 日
２ 月 17 日
２ 月 17 日
２ 月 18 日
２ 月 18 日
２ 月 19 日
２ 月 19 日
２ 月 20 日
２ 月 20 日
２ 月 20 日
２ 月 21 日
２ 月 21 日
２ 月 21 日
２ 月 21 日
２ 月 22 日
２ 月 22 日
２ 月 23 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

砂川　朱
あ か り

莉
萩原由

ゆ め の

芽乃
福榮　蒼

そ う と

斗
奥田　蓮

れ ん は

羽
谷本　紗

さ な

菜
藤岡伶

れ お な

音奈
薬師神希

の あ

愛
前田珠

み や い

耶衣
久留米頼

よ り と

途
入谷　心

こ こ み

望
岡元　律

り つ き

樹
木下怜

れ お な

乙奈
宮本　　樹

いつき

三木　●
ひょうま

真
古東　奏

か の ん

音
高芝　琉

りゅうせい

世
加地　遥

は る な

奈
長手　悠

ゆ う か

花
平野　愛

あ い り

莉
安場　瑠

る い と

叶
高島　実

み ゆ

由
秦　まひる
宮本　旺

おうすけ

育
阿部　知

と も き

生
矢野ゆりあ
岸本煌

こういちろう

一朗
中村　日

ひ び

々
郷　夢

ゆ う び

風枇
菅　　勇

ゆ う た

太
武田　莉

り こ

子
坂部　羽

わ か な

奏
坂部　海

かいせい

彗
欅田　友

と も き

輝
西田　弦

げ ん き

起

女
女
男
女
女
女
女
女
男
女
男
女
男
男
女
男
女
女
女
男
女
女
男
男
女
男
男
女
男
女
女
男
男
男

裕 樹
一 弘
眞 人
圭 祐
尚 之
大 介
龍 二
恭 宏
勝 行
昌 孝
勇 生
量 右
正 和
有 規
和 也
雷 太
政 仁
和 也
裕 一
勇
毅

瑠 里 子
昌 典
智

匡 哉
栄 治
憲 次
知 暁
文 太
真 弥
和 彦
和 彦
祐 徹
典 弘

市
八 木
福 良
広 田
阿 万
市

広 田
賀 集
潮美台
榎 列
神戸市
八 木
神戸市
志 知
姫路市
大阪府
広 田
広 田
広 田
北阿万
市

広 田
志 知
広 田
愛知県
榎 列
大阪府
阿 万
広 田
榎 列
阿 万
阿 万
阿 万
津 井

２ 月 ２ 日
２ 月 ６ 日
２ 月 ６ 日
２ 月 11 日
２ 月 11 日
２ 月 13 日
２ 月 13 日
２ 月 14 日
２ 月 15 日
２ 月 16 日
２ 月 16 日
２ 月 16 日
２ 月 17 日
２ 月 18 日
２ 月 20 日
２ 月 21 日
２ 月 23 日
２ 月 25 日
２ 月 25 日
２ 月 25 日
２ 月 26 日
２ 月 26 日
２ 月 26 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ７ 日
３ 月 ７ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 11 日
３ 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日
赤松　菊一
鈴木　秀夫
松野　貞夫
中田さだこ
秦　あさ子
三好　ちよ
郷　美代子
樫原マスヱ
庄司とよ子
永樂　わこ
古東時次郎
島田　良晴
福山多茂津
久留米さち子
髙良　政男
土井　勝眞
冨岡きよみ

八 木
阿 万
神 代
市

榎 列
神 代
阿 万
賀 集
淡路市
志 知
松 帆
倭 文
賀 集
福 良
松 帆
八 木
志 知

107
83
101
98
91
89
88
93
95
93
77
82
79
78
71
74
94

２月 24 日
２月 24 日
２月 25 日
２月 26 日
２月 27 日
２月 27 日
３ 月 １ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ５ 日
３ 月 ５ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ６ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
山添　計弘
前川　新次
鈴木　静夫
𠩤田　義明
増田　節子
仲野　　一
中原　幸史
天羽うめの
坂上はる江
澤田　明子
多田　一郎
土井　晴喜
林　　　 進
山野千代美
濵田しまこ
備後　正博
谷間　正雄

死亡

賀 集
榎 列
阿 万
広 田
松 帆
市
市

志 知
沼 島
福 良
八 木
神 代
松 帆
市

阿 万
賀 集
福 良

85
78
65
87
78
66
80
92
99
84
89
77
86
99
82
82
69

３ 月 ６ 日
３ 月 ７ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ９ 日
３ 月 ９ 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 12 日
３月 13 日
３月 13 日
３月 14 日

2013.4.1発行

▲ラッピングされた人権教育課の車

ゆめるんパーティー
（３月15日）

花

豹一

▲内覧会に訪れた人たち



守
本　

昭
治
さ
ん（
福
良
）

池
田　
　

茂
さ
ん（
神
代
）

◆
優
秀
指
導
者
賞

榎
本　

行
市
さ
ん（
市
）

小
林
久
美
子
さ
ん（
潮
美
台
）

◆
優
秀
選
手
賞　

33
人

◆
奨
励
賞　

17
人

　
「
環
境
立
島
淡
路
」島
民
会
議

総
会
が
行
わ
れ
、「
み
ん
な
で
淡

路
島
の
川
や
海
を
守
ろ
う
」と

題
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
優
秀
賞

松
本　

留
奈
さ
ん（
市
小
）

　

淡
路
島
の
環
境
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
践
す

る
団
体
や
個
人
に
対
し
て
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆「
あ
わ
じ
全
島
ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
」の
部

瓦
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

協
議
会　

◆
一
般
の
部

福
良
保
健
衛
生
推
進
協
議
会

◆
教
育
関
係
の
部

南
あ
わ
じ
市
立
沼
島
中
学
校

南
あ
わ
じ
市
・
洲
本
市
組
合
立

広
田
小
学
校

2627

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2013.4.1発行

「
瓦
ぬ
愛
」を
永
遠
に
!!

広報 

働
く
婦
人
の
家

布
ぞ
う
り
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た

淡
路
島
観
光
協
会
南
あ
わ
じ
地
区
会

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
前
日
の
２
月
13

日
、
慶
野
松
原
の
遊
歩
道
で
今
年

で
16
回
目
と
な
る
プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ッ
プ
ル
や
家
族
の
変
わ
ら
ぬ

愛
を
刻
ん
だ
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
」。

昨
年
中
に
制
作
さ
れ
た
93
作
品
の

う
ち
、
35
作
品
が
コ
ン
テ
ス
ト
に

な
ど
の
幸
せ
溢
れ
る
作
品
が
並
ぶ

中
、
審
査
員
の
淡
路
島
観
光
協
会

南
あ
わ
じ
地
区
会
の
役
員
や
地
元

瓦
業
者
な
ど
９
人
が
、
悩
み
な
が

ら
も
４
作
品
を
優
秀
作
品
に
選
考

し
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
作
品
の
制

作
者
に
は
後
日
、
同
協
会
か
ら
市

の
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
」
や
「
結

婚
し
よ
う
か
？
大
事
に
し
て
ね
」

　

働
く
婦
人
の
家
で
2
月
22
日
、

煙
島
を
訪
れ
て
平
敦
盛
に
成
功
祈
願

淡
路
人
形
座

淡
路
島
観
光
協
会

淡
路
島
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け

　

淡
路
島
び
ら
き
「
う
ず
し
お
ま

つ
り
」・「
桜
鯛
ま
つ
り
」
が
３
月

16
日
、
う
ず
し
お
ド
ー
ム
な
な
い

ろ
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ま
つ
り
は
淡
路
島
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
の
幕
開
け
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
、
毎
年
う
ず
潮
が
大
き
く
な
る

春
に
淡
路
島
観
光
協
会
が
主
催
し

德
田　

壽と
し

春は
る

さ
ん（
福
良
）

　

島
内
の
伝
統
芸
能
や
郷
土
芸

能
の
保
存
・
継
承
に
大
き
く
貢

献
。ま
た
、陶
芸
や
写
真
に
お
い

て
は
講
師
と
し
て
地
域
文
化
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。そ
れ
ら

の
功
績
に
よ
り
県
か
ら
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表

彰
式
が
３
月
９
日
に
西
淡
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
で
平
成
24
年
に

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
、

永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
な

ど
、
総
勢
56
人
に
各
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

◆
功
労
賞

引
田　
　

博
さ
ん（
市
）

宮
本　

末
次
さ
ん（
松
帆
）

「
布
ぞ
う
り
作
り
」
の
教
室
が
開

ス
ポ
ー
ツ
賞

お
め
で
と
う

「
み
ん
な
で
淡
路
島
の
川
や
海
を

守
ろ
う
」ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

と
も
し
び
の
賞

▲講師の指導で編み方
　を教わる受講生　

▲審査を行う淡路島観光協会役員たち

体
操
を
通
し
て
、と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た市

体
育
協
会

　

文
化
体
育
館
で
３
月
２
日
、
市

体
育
協
会
主
催
の
「
池
谷
幸
雄
体

操
教
室
＆
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
事
前
に
応
募
し
た

市
内
の
年
中
児
〜
小
学
２
年
生
ま

で
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
池
谷
さ

ん
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
柔
軟
体
操
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
み
ん
な
で
大
き
な
声
を
出
し

て
数
を
数
え
な
が
ら
約
１
時
間
行

い
ま
し
た
。
声
が
出
て
い
な
か
っ

た
り
、
ふ
ざ
け
て
い
た
り
し
た
場

合
に
は
、
指
導
し
な
が
ら
再
度
み

ん
な
で
同
じ
体
操
を
繰
り
返
す
な

ど
、
体
操
を
通
し
て
礼
儀
に
つ
い

て
も
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
マ
ッ
ト
運
動
と
鉄
棒
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、

子
ど
も
た
ち
も
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
成
長
し
て

い
ま
し
た
。

　

池
谷
さ
ん
は
、
講
演
会
で
集

ま
っ
た
保
護
者
に
向
か
っ
て「
子
ど

も
の
う
ち
に
体
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
。体
を
動
か
す
機
会
を
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
」と
伝
え

ま
し
た
。ま
た
子
ど
も
た
ち
と
は

「
必
ず
返
事
を
す
る
こ
と
。体
を

動
か
す
こ
と
。夢
・
希
望
を
持
つ
こ

と
」の
３
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。 ▲逆上がりに挑戦する子どもたち

▲池谷さんと柔軟体操を行う子どもたち

か
れ
、
応
募
し
た
35
人
の

受
講
生
が
色
と
り
ど
り
の

作
品
を
編
み
上
げ
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

布
ぞ
う
り
は
昔
な
が
ら

の
「
わ
ら
草
履
」
を
布
で

編
み
上
げ
た
室
内
用
の
履

物
で
す
。
古
着
や
古
布

が
有
効
活
用
で
き
る
う
え

に
、
足
の
裏
や
指
の
刺
激

に
も
な
っ
て
健
康
的
で
、

し
か
も
洗
え
て
歩
き
な
が

ら
床
掃
除
も
で
き
る
な
ど
、
主
婦

や
若
い
女
性
に
人
気
で
す
。

　

受
講
生
も
「
前
か
ら
欲
し
か
っ
た

の
で
実
際
に
手
取
り
足
取
り
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら

作
れ
て
良
か
っ

た
。
家
族
に
も

作
っ
て
あ
げ
た

い
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

▲「初めてでも教えてもらいながら作れて良かった」
　と 笑顔の受講生

▲優秀作品
▲布ぞうりの編み方の 
　様子

▲德田さん

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
潮
船
の
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
観
潮
船
に
乗

り
鳴
門
海
峡
へ
出
航
。
大
鳴
門
橋

の
手
前
で
真
鯛
を
放
流
し
、
豊
漁

を
祈
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
酒
樽

を
海
に
流
し
海
の
神
へ
安
全
祈
願

を
行
い
ま
し
た
。

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

安
全
祈
願
神
事
の

後
、
豊
漁
・
海
の
安

全
・
豊
作
を
祈
願
し
て

の
「
戎
舞
」
や
、
淡
路

島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
活
動
す
る
第
33
代
ク

イ
ー
ン
淡
路
の
お
披
露

▲なないろ館前で行われた戎舞

▲酒樽を海に流すクイーン淡路の２人

「
環
境
立
島
淡
路
」

島
民
運
動
賞

が
、
３
月
13
日
、
地
元
福

良
の
煙
け
む
り

島じ
ま

に
あ
る
敦
盛
公

の
首
塚
に
お
参
り
し
て
、

公
演
の
成
功
と
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
の
発
展
を
祈
願
し

ま
し
た
。
地
元
に
も
関
係

の
あ
る
こ
の
演
目
は
人
気
の

高
い
大
切
な
演
目
で
す
。

　

こ
の
日
は
普
段
立
ち
入

　

平
家
の
若
き
武
将
平
た
い
ら
の

敦あ
つ

盛も
り

と

源
氏
方
の
熊く
ま

谷が
い

直な
お

実ざ
ね

の
悲
劇
を
演

じ
る
「
一
い
ち
の

谷た
に

嫩
ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き 

須
磨
浦
の

段
」
を
演
目
に
も
つ
淡
路
人
形
座

る
こ
と
が
で
き
な
い
煙
島
へ
福
良

八
幡
神
社
の
宮
司
に
も
同
行
し
て

い
た
だ
き
、
座
員
８
人
と
敦
盛
、

直
実
の
２
体
の
人
形
が
お
参
り
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
敦
盛
の
命
日
と

さ
れ
る
３
月
20
日
に
は
淡
路
人
形

座
で
演
目
を
披
露
す
る
特
別
公
演

が
催
さ
れ
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
舞

台
に
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

▲手を合わせてお参りする敦盛（左）と
　直実（右）の人形と座員

▲福良湾に浮かぶ煙島。熊谷直実に討たれ
　た平敦盛公の首が福良湾に滞在してい
　た父の平経盛（清盛の弟）に届けられて、
　この島で荼毘に付されたと伝わっていま
　す。上がった煙から「煙島」の名称の由来
　となっています。
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日　時　４月29日（月・祝）８:00～15:00
場　所　三原健康広場※雨天中止
駐車場　三原健康広場グラウンド、淡路三原高校グラウンド、あわじ島農協本所、
　　　　市役所中央庁舎 ※市役所中央庁舎及び高速バス利用者用に陸の港西淡からは送迎バスあり 

問生涯学習文化振興課☎37-3020

淡路だんじり祭淡路だんじり祭淡路だんじり祭

◆フォトコンテスト
　淡路だんじり祭の写真を撮って市の特
産物をゲットしよう！！
●賞、賞品
特選　　３万円相当の淡路ビーフ〔１点〕
準特選　１万円相当の海産物（鱧など）〔２点〕
入選　　5,000円相当の地域特産物〔３点〕
佳作　　副賞〔10点〕
※応募要領は市ホームページをご覧ください

◆フリーマーケット
　フリーマーケットの出店者を募集します。
※募集区画数に達したときは締め切らせて
　いただきますのでご了承ください
区画数　30区画〔500円／区画〕
商品　　家庭で不要になったもの〔但し、
　　　　動植物、飲食物、薬品等は不可〕
応募締切　４月10日（水）まで

◎運営ボランティアとして、会場やシャトル  
  バスの案内などでご活躍いただける人を
  募集します。

　ヨーイヤサ！の掛け声とともに約 20 台のだんじりが集結！！布団だんじりや
投げだんじりの魅力はもちろん、情緒あふれるだんじり唄も見所です。
また、和太鼓や園児の竹太鼓も出演します。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

淡路ファームパークイングランドの丘で生まれたコアラの赤ちゃん（オス）の愛称を募集します。
みなさんからの応募をお待ちしています。

１．募集締切　 5月19日（日）まで

２．申込方法（１または２のいずれか）
　　１）コアラ館に設置の応募用紙に必要事項を記
　   入し応募箱に直接投函

　　２）必要事項を記入した官製はがきを下記のあ
　　  て先まで郵送

  【必要事項】①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号
　　  　　  ⑤愛称  ⑥愛称を考えた理由
      ※電話、ＦＡＸ、メールでの申込は不可
      ※入賞者には地域の特産物を贈呈します
　　※詳しくは市ホームページをご覧ください

３．官製はがきのあて先
　　〒656-0393　南あわじ市湊90-1
　　南あわじ市役所商工観光課　コアラ愛称募集係

コアラの赤ちゃん愛称募集コアラの赤ちゃん愛称募集

問商工観光課☎37-3012、イングランドの丘☎43-2626

　平成23年３月に当園に来たコアラ（ゆめ）

に、オスの赤ちゃんが誕生しました。みんな

に愛される名前をつけてね！！
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